
の
間
で
は
ギ
タ
ー
が
愛
好
さ
れ
、
出
版
す
る
時
ギ
タ
ー
伴

奏
に
書
き
な
お
し
て
出
版
す
る
曲
も
多
か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
「
冬
の
旅
」
の
ギ
タ
ー
伴
奏
版
は
、
恐
ら
く
西

垣
正
信
氏
の
ア
レ
ン
ジ
が
最
初
で
、
私
の
全
曲
演
奏
が
ま

さ
に
世
界
初
演
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

神
戸
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
市
立
博
物
館
で
行
わ
れ
、
あ

の
東
山
魁
夷
先
生
の
名
画
を
背
景
に
し
て
、
階
段
の
踊
り

場
に
二
人
で
腰
を
掛
け
演
奏
を
し
た
気
分
は
な
ん
と
も
い

え
ぬ
快
感
で
し
た
。

「
冬
の
旅
」
は
、
と
か
く
陰
々
滅
々
と
人
生
の
末
路
を

想
像
し
が
ち
で
す
が
、
本
当
は
そ
ん
な
も
の
で
は
な
く
、

冬
の
旅
を
す
る
失
恋
の
若
者
の
ロ
マ
ン
な
の
で
す
。
失
意

を
か
み
し
め
な
が
ら
も
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
明
日

を
求
め
て
さ
迷
う
旅
の
心
が
流
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
は

ギ
タ
ー
伴
奏
で
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
れ
を

教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ギ
タ
ー
の
ひ
び
き
は
何
と
人
間
的
な

情
感
を
湛
え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
菩
提
樹
」
で
は

本
物
の
木
の
葉
の
そ
よ
ぎ
を
祐
桃
さ
せ
て
人
の
心
を
和
ま

せ
、
「
辻
音
楽
師
」
で
の
ラ
イ
ャ
ー
の
ひ
び
き
は
乾
い
て
い

る
だ
け
に
、
あ
く
ま
で
悲
し
く
心
に
泌
み
わ
た
る
の
で
す
。

ギ
タ
ー
を
含
め
て
、
古
楽
器
類
は
良
質
の
共
鳴
空
間
で

こ
そ
生
き
て
来
ま
す
。
神
戸
市
立
博
物
館
は
そ
う
い
う
意

帥
を
過
ぎ
て
、
し
ば
ら
く
リ
サ
イ
タ
ル
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
は
年
初
か
ら
バ
タ
バ
タ
と
忙
が

し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
前
に
、
昨
夏
は
ロ
ー
マ
法
王
庁
か
ら
お
招
き
を
頂

き
、
あ
の
バ
チ
カ
ン
宮
殿
サ
ン
。
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
で
御
前

演
奏
の
栄
に
浴
し
た
こ
と
は
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い

感
激
で
す
。
林
達
次
氏
（
神
戸
女
学
院
教
授
）
の
率
い
る

京
都
大
阪
カ
ン
マ
ー
コ
ア
に
同
道
し
、
私
は
法
王
様
の
前

で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
指
揮
を
し
た
の
で
す
が
、
あ

の
巨
大
な
寺
院
の
中
に
ひ
び
く
日
本
の
歌
は
、
ま
さ
に
平

和
へ
の
願
い
を
象
徴
す
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
感
動
の
余
波
が
私
を
リ
サ
イ
タ
ル
に
駆
り
た
て
た

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
、
前
々
か
ら
ギ
タ
リ
ス

ト
の
西
垣
正
信
さ
ん
が
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
冬
の
旅
」

を
ギ
タ
ー
伴
奏
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
提
案
し
て
い
た
の

で
、
彼
の
ア
レ
ン
ジ
譜
に
よ
る
「
冬
の
旅
」
が
出
版
さ
れ

た
の
を
機
に
、
そ
れ
で
は
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

こ
の
１
月
末
、
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
の
講
堂
で
の
演
奏

を
皮
切
り
に
、
大
阪
・
神
戸
・
京
都
・
高
松
と
連
続
し
ま

し
た
。数

年
前
に
ド
イ
ツ
の
名
歌
手
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ラ
イ
ャ

ー
が
「
水
車
屋
の
娘
」
を
や
は
り
ギ
タ
ー
伴
奏
で
歌
い
反

響
を
呼
び
ま
し
た
が
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
時
代
は
、
大
衆

△

「
冬
の
旅
」
と

信
時
潔
と

浦
山
弘
三
〈
鄭
溌
総
難
敦
授
〉

ぶ

上
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味
で
立
派
な
ホ
ー
ル
の
性
格
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ

な
ど
は
、
そ
れ
自
体
音
響
的
に
完
成
し
て
い
る
の
で
、
あ

そ
こ
で
は
は
み
出
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

如
月
虹
日
１
，
月
羽
目
の
間
、
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

で
、
生
誕
Ⅷ
年
小
出
楢
重
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も

ち
ょ
う
ど
如
月
誕
日
に
大
阪
の
ザ
。
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
、
信
時
潔
生
誕
血
年
を
記
念
す
る
リ
サ
イ
タ
ル
を
致

し
ま
し
た
．
ｌ
中
学
は
市
岡
（
大
阪
）
で
し
た
が
…
：

中
略
…
…
油
絵
の
小
出
楢
重
君
も
中
学
が
同
級
で
、
仲
間

に
せ
が
ま
れ
、
擦
筆
画
で
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
爆
布
な
ど
を
描
い

て
い
ま
し
た
ｌ
こ
れ
憾
信
時
潔
が
問
わ
れ
る
ま
ま
」

で
語
っ
て
い
る
こ
と
ば
で
、
私
は
奇
し
く
も
同
級
生
で
あ

っ
た
小
出
楢
重
と
の
間
に
、
目
に
見
え
ぬ
糸
が
つ
な
が
っ

て
い
る
縁
と
い
う
も
の
を
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。

信
時
潔
は
山
田
耕
搾
と
な
ら
ん
で
、
そ
の
時
代
を
代
表

す
る
作
曲
家
で
し
た
が
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
海
行
か
ば
」
の
作
曲
者
と
い

え
ば
、
あ
あ
そ
う
か
／
と
思
い
出
す
年
代
の
人
は
多
い
で

し
ょ
う
。
信
時
潔
は
「
海
行
か
ば
」
に
よ
っ
て
、
戦
後
は

戦
犯
の
目
で
見
ら
れ
が
ち
で
し
た
。
や
は
り
「
問
わ
れ
る

ま
ま
に
」
で
ｌ
例
の
「
海
行
か
ば
」
の
こ
と
で
す
か
、

あ
れ
は
放
送
局
に
た
の
ま
れ
て
…
…
中
略
…
…
と
も
か
く

お
え
ら
方
が
揃
っ
て
初
め
て
放
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
前
に
聴
取
者
の
気
分
を
整
へ
る
た
め
に
、
何
か

歌
が
欲
し
い
、
国
歌
で
は
重
々
し
す
ぎ
る
と
い
ふ
の
で
、

頼
ま
れ
て
作
曲
し
た
の
が
あ
れ
で
し
た
。
ｌ
と
述
べ
て

い
ま
す
。

私
は
そ
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
、
昭
和
瓢
年
に
作
曲
さ
れ
た

杜
甫
の
詩
に
よ
る
反
戦
の
歌
「
兵
車
行
」
と
合
わ
せ
て

「
海
行
か
ば
」
を
歌
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
あ
の

曲
は
レ
ク
イ
エ
ム
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

譲
鶴
鑓

西垣正信氏のギター伴奏で「冬の旅」を歌う筆者
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有
馬
温
泉
に
は
二
社
七
寺
が
あ
る
。
有
馬

に
こ
れ
だ
け
の
社
寺
が
あ
る
の
を
ご
存
知
な

い
方
も
多
い
。
今
月
は
先
月
に
引
き
続
い
て

四
寺
を
紹
介
す
る
。

☆
温
泉
寺
（
薬
師
堂
）

温
泉
寺
の
歴
史
は
古
く
、
聖
武
天
皇
の
神

亀
元
年
（
七
二
四
）
行
基
菩
薩
の
開
基
に
か

か
り
、
建
久
年
間
の
仁
西
上
人
を
中
興
と
仰

ぎ
、
万
治
年
間
の
隠
元
禅
師
を
再
中
興
と
し

京
都
宇
治
黄
築
山
万
福
寺
の
末
寺
に
し
て
禅

宗
（
黄
築
宗
）
に
属
す
。

温
泉
寺
は
、
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
四

回
の
火
事
が
あ
り
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）

春
よ
り
普
請
に
取
り
か
か
り
、
同
二
年
九
月

十
四
日
に
上
棟
さ
れ
た
の
が
現
在
の
堂
宇
で

あ
る
。当

時
の
宗
旨
は
真
言
宗
で
あ
り
、
温
泉
寺

の
法
事
は
権
現
寺
、
善
福
寺
、
欄
若
院
、
施

薬
院
、
清
涼
院
等
六
寺
院
に
て
勤
め
ら
れ
、

温
泉
寺
に
は
別
に
住
職
な
く
、
た
ま
た
ま
明

治
維
新
の
祭
神
仏
混
交
を
禁
ぜ
ら
れ
た
と
き

無
住
無
檀
の
た
め
廃
寺
と
な
り
堂
宇
の
み
残

ら
で
あ
る
。

本
堂
正
面
に
は
薬
師
瑠
璃
光
如
来
を
本
尊

と
し
、
薬
師
如
来
は
凡
夫
、
有
情
を
求
う
べ

く
十
二
の
大
廟
を
廃
し
、
特
に
第
七
の
衆
病

悉
除
の
霊
験
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
右
の
手

は
仏
頂
印
に
結
び
左
の
手
に
は
瑠
璃
の
宝
壷

を
持
っ
て
お
り
、
衆
生
の
願
に
応
じ
心
薬
を

与
え
ん
と
し
給
う
御
姿
で
あ
る
。
ま
た
、
左

右
に
侍
す
る
二
菩
薩
は
陰
陽
、
日
月
の
霊
で

あ
り
、
十
二
神
将
は
昼
夜
六
時
一
切
を
掌
る

神
で
あ
る
。

道
場
と
し
て
栄
え
た
。

林
渓
寺
は
慶
長
六
年
（
一
六
○
一
）
に
瓢

箪
町
滝
川
河
畔
（
現
在
の
池
之
坊
あ
た
り
）

に
開
山
、
開
基
は
池
之
坊
法
順
で
あ
る
。

楓
葉
の
名
所
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
元
禄

四
年
（
一
六
九
一
）
有
馬
御
坊
と
称
せ
ら
れ
、

本
山
よ
り
十
三
世
宣
如
上
人
、
十
六
世
一
如

上
人
、
十
九
世
乗
如
上
人
、
一
一
十
世
達
如
上

人
が
来
駕
入
湯
さ
れ
教
義
を
広
め
、
念
仏
の

し
て
、
辛
く
も
薬
師
堂
の
堂
宇
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
師
堂
温
泉
寺
を
清
涼

院
と
呼
募
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
時
か

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
宝
暦
三
年
（
一

七
五
三
）
の
二
度
に
わ
た
る
御
堂
炎
上
の
た

め
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
現
寺
地
に
移
り

再
建
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

し
の
び
ず
、
薬
師
堂
と
、
温
泉
寺
の
奥
の
院

☆
真
宗
大
谷
派
林
渓
寺

と
い
わ
れ
た
清
涼
院
の
建
物
を
振
り
替
え
る

し
、
移
し
た
跡
の
清
涼
院
を
身
替
り
に
廃
止

こ
と
を
案
出
し
て
、
清
涼
院
を
薬
師
堂
に
還

っ
た
。
由
緒
あ
る
温
泉
寺
を
廃
寺
に
す
る
に

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰから御家族づれまで

欽山は典雅な
日本風の館です
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☆
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
紫
甲
山
宝
泉
寺

本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
脇
仏
、
親
縛
上

人
、
蓮
如
上
人
、
聖
徳
太
子
、
来
迎
仏
、
以

上
掛
軸
。
聖
観
世
音
菩
薩
木
像
（
鎌
倉
時
代

作
）
を
安
置
。

境
内
に
は
温
泉
の
守
護
仏
、
身
丈
一
米
五

十
の
宝
泉
観
世
音
菩
薩
の
石
仏
を
把
る
。

歴
史
に
よ
れ
ば
天
台
宗
報
恩
寺
と
し
て
落

葉
山
の
麓
に
在
り
し
が
、
大
水
害
で
流
失
、

後
に
丸
山
に
再
建
、
本
願
寺
の
蓮
如
上
人
有

馬
に
出
向
の
折
改
宗
、
大
正
の
初
期
、
丸
山

が
公
園
化
の
た
め
、
平
重
盛
の
墓
所
の
現
在

地
に
移
転
し
た
。

（
各
寺
院
の
資
料
に
よ
る
）

ＴＥＬ(078)904-0731

古象風陵楓閣

奇
翠

■

境
内
に
あ
る
紅
梅
は
十
九
吐
乗
如
上
人
が

京
都
よ
り
持
参
植
樹
さ
れ
た
も
の
で
、
寛
政

七
年
（
一
七
九
五
）
の
「
打
馬
ぷ
し
」
に
…

…
花
は
あ
り
ま
に
あ
た
ご
の
こ
ぶ
し
、
な
が

し
み
ど
う
の
未
開
紅
…
…
と
う
た
わ
れ
て
い

る
樹
齢
二
間
年
か
ら
め
老
悔
で
あ
り
、
今
も

毎
年
三
月
下
旬
頃
、
ま
・
紅
な
連
し
い
八
篭

の
花
が
咲
き
ほ
こ
る
ま
た
、
こ
の
実
を
子

供
な
き
蹄
人
が
食
す
れ
ば
妊
娠
す
る
と
い
う

言
い
伝
え
が
古
来
よ
り
あ
り
、
別
焔
「
に
む

附議

鍵

函

延
一
製
謬

( 左から）温泉寺の薬師瑠璃光如来、林渓寺のにむしんの梅｣ 、念仏寺の阿弥陀仏立像

☆
摂
取
山
念
仏
寺

念
仏
寺
は
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
創
建
の

浄
土
宗
の
古
寺
で
元
・
谷
ノ
町
に
あ
っ
た
。

慶
長
十
年
、
豊
太
閤
御
殿
（
一
説
に
北
政
所

別
館
）
の
跡
地
で
あ
る
現
在
地
に
転
地
建
立

さ
れ
た
。

本
尊
は
安
阿
弥
快
慶
作
阿
弥
陀
仏
立
像
、

優
美
流
麗
に
し
て
安
ら
か
な
慈
顔
の
如
来
像

で
あ
る
。

寺
庭
に
平
家
物
語
で
知
ら
れ
る
沙
羅
双
樹

が
あ
り
、
六
月
頃
、
満
樹
白
花
を
開
く
。
「
神

戸
花
の
五
十
選
」
に
選
ば
れ
、
ま
た
毎
年

「
沙
羅
の
花
と
一
弦
琴
鑑
賞
会
」
が
開
か
れ

る
。ま

た
、
念
仏
寺
に
は
「
神
戸
七
福
神
」
の

ひ
と
つ
「
寿
老
人
」
が
把
ら
れ
、
こ
こ
に
無

病
長
寿
の
祈
願
を
こ
め
る
人
も
多
い
。

し
ん
の
梅
」
と
も
言
う
。

蝿、

自然の恵みを 結婚式場を完備しています

鰯伝統と椿式溌誇＆
涛斎
i 司陽闇
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

ＴＥＬ(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５

ＴＥＬ(078)903-1.024

木遥りの術憩勘所坊
ＴＥＬ(078)904-0551

テニスでいい汗
いい陰湯にとっぷり
味に集う

１
１３５
１

政府騒鍛国際観光旅館

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿
国際観光旅館

湯けむりに伝える
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●ファッション公開講座

ファッションは
感' 性の真剣勝負
立亀長三くﾅ ｸ ﾄ ｱ ﾄ ﾘ ｴ 社長＞

今回のテー
マは“感性と
ファッション

ビジネス" 。
さて、来年の
ファッション
の動きは？
「昨年、某

スーパーマー

ケットが、韓
国･ 台湾･ 香港
・中国で作ら
れたジャケツ立飽長三氏 れたジャケッ

トを2 , 9 0 0 円という低価で売り出し､ 結
局、大量に売れ残ったということがあ
りました。これは、消費者が今までの
ように､ 安ければ買うという時代から、
安くても悪ければ買わないというふう
に変って来たからです。消費者の感性
が高くなったということなんです。
感性とはこだわり。“何故か" 、そし
てその答が出て、納得した時に消費者
はそれを買うんです。

ところで、今年は東京をはじめ、全
国各地で英国展が開かれました。日本
だけでなく、アメリカやフランスでも
開かれたんですが、なぜこんなに英国
が注目されるのでしょうか。なぜチェ
ックや縞が流行しているのか。それは
スライドでお見せしましょう。
前回お見せした中にも既にこの傾向
が現れていました。白と黒のモノクロ
ーム、茶色のモノトーン等という色は
ずっと続いています。キャリアウーマ
ンの服。ボディコンシャスで、逆三角
形や長方形、つまりミニスカートやパ
ンツで、上はカットソーになり、その
ためにベルトが必要となってくるので
す。今年は横編みで上から羽織るもの
が圧倒的に売れてるんですよ。セータ
ーも同じ、ベルトで締めるんです。そ
して上着の丈は長いもの。形は同じで
も、生地が変わって出ているんです。
今年の春に売れたものを少し変え
て、秋・冬と出て来ています。素材が
同じなら形を変えて。柄も少しずつ変

わっています。例えばケミカルブリー
チ。ミニスカートの次はジャケット。
インディゴは皆が持っているので、ベ
ージュという具合I こです。
今年は“黒×色”です。黒に色を組
み合せる。又、柄はチンツ柄。来年は
プリントがよくなりますよ。スカー
ト、ドレスにプリントが出て来る。今
年は黒と白、来年は紺と白です。キャ
リアウーマンの働き着から、遊びの色
になるんです。心の中に余裕を持ちな
さいということですよ。夢が欲しいん
ですね。又、紺と白に対して赤と白
が、さらにトリコロールが出て来ま
す。アニマル柄に替わって木目模様、
モアレも出て来ます。
ファッションというのはこだわって
こだわる人が作って、真剣勝負をする
からこそ、お客さんを感動させること
ができるんですよ｡ 」

●クリスマス・パーティ
日時１２月1 8 日（金）６：０ＯＰＭ～
場所元町凧月堂ホール
会賢￥６，０００

●クリスマス・パーティ
日時１２月1 8 日（金）６：０ＯＰＭ～
場所元町凧月堂ホール
会費￥６，０００

②新年会
日時１月1 5 日〔金・祝）～1 6 日（土）
場所ｖＷｉ有馬

神戸ファッション研究所
設立墓今募集中／
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鍵 Ｐ

鍵錘g : 弾

１
１３７

藤
本
ハ
ル
ミ
ハ
デ
ザ
ィ
ナ
‐
・
Ｋ
Ｆ
Ｍ
会
長
ｖ

大
谷
晃
世
八
大
谷
徳
風
社
社
長
ｖ

大
谷
岨
月
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
り
ま
す
の
で
Ｋ
・
Ｆ
・
Ｍ
（
コ
ゥ
ベ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
リ
ス
ト
）
の
会
長
と
し

て
、
ま
た
ダ
ン
ス
と
音
楽
を
通
じ
て
の

ソ
サ
エ
テ
ィ
・
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル

協
会
の
代
表
幹
事
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
藤

本
ハ
ル
ミ
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

藤
本
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
の
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
は
、
十
二
月
十
四
日
（
月
）
午

後
６
時
か
ら
、
今
年
は
兵
庫
県
の
文
化

協
会
と
の
共
催
で
、
迎
賓
館
の
〃
兵
庫

県
公
館
″
の
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、

貝
原
知
事
ご
夫
妻
も
ご
出
席
下
さ
っ
て

を
基
本
に
し
て
創
る
の
で
す
。

パ
ー
テ
ィ
に
し
て
も
、
き
ち
っ
と
し

た
よ
そ
ゆ
き
の
服
は
、
行
く
先
と
、
ど

ん
な
と
こ
ろ
へ
着
て
行
か
れ
る
の
か
、

ク
ラ
ス
は
ど
の
位
の
方
々
か
、
計
算
し

た
上
で
、
着
ら
れ
る
方
の
個
性
を
引
き

た
た
せ
て
行
く
〃
新
し
い
皮
膚
″
を
創

る
よ
う
な
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
い
い

素
材
で
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
仕
立
を
す

る
と
寿
命
が
長
い
で
す
よ
。

大
谷
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
も
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
ら
し
い
飾
り
つ
け
で
、
故
人

の
個
性
を
い
か
に
浮
き
た
た
せ
る
か
と

い
う
こ
と
で
す
も
の
ね
。

藤
本
葬
儀
の
時
の
喪
服
は
、
い
い
素

材
と
仕
立
て
で
シ
ン
プ
ル
な
黒
地
を
お

創
り
に
な
っ
て
、
お
通
夜
や
法
事
な
ど

の
不
祝
儀
の
も
の
は
、
グ
レ
ー
と
か
利

久
茶
の
地
で
創
っ
て
お
か
れ
る
と
お
し

ゃ
れ
で
す
ね
。
寒
い
時
は
、
カ
シ
ミ
ア

の
ス
ー
ツ
な
ど
を
長
目
の
丈
で
創
ら
れ

て
、
ア
ン
ダ
ー
ウ
ェ
ア
ー
に
シ
ル
ク
の

下
着
を
着
ら
れ
る
と
暖
か
い
で
す
よ
。

大
谷
そ
れ
な
ら
道
具
も
の
で
ス
テ
キ

で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
こ
こ
ろ
の
歳
時
記

個
性
を
う
ま
く
引
き
立
た
せ
る

全
葬
連
認
定
葬
祭
専
門
ま
沓
鵜
承
掲
考

燕
式
公
認
犬
呑
徳
風
狂

騨
診
鱒
投
天
谷
晃
世

全
国
葬
祭
事
業
協
同
組
合

神
戸
葬
祭
事
業
協
同
組
合
理
事

神
戸
市
規
格
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

本
社
／
神
言
市
長
田
区
松
野
通
１
１
皿
ｌ
理

窟
０
７
８
１
６
２
１
１
０
０
８
９

鈴
閲
台
支
店
／
宮
０
７
８
‐
５
９
２
１
５
４
８
５

来
年
開
か
れ
る
〃
油
ひ
ょ
う
ご
国
民
文

化
祭
″
の
プ
レ
と
、
〃
歳
末
た
す
け
合
い

運
動
″
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て
開
催
い

た
し
ま
す
。
（
会
費
は
一
万
五
千
円
）

大
谷
私
も
、
前
回
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
開
か
れ
た
大
夜
会
か

ら
会
員
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
人
の
フ

ォ
ー
マ
ル
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
で
立
派
で
し
た
し
楽
し
か
っ
た
ノ
．

藤
本
え
え
、
会
も
七
年
目
を
迎
え
て

本
格
派
の
タ
キ
シ
ー
ド
と
ソ
シ
ァ
ル
ド

レ
ス
の
国
際
人
と
し
て
ふ
る
ま
麺
る
素

敵
な
パ
ー
テ
ィ
に
な
り
ま
し
た
。

私
も
、
ソ
シ
ア
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
そ
れ
も
日
本
の

伝
統
的
な
民
族
衣
裳
の
き
も
の
を
、
い

か
に
洋
服
と
し
て
新
し
い
感
性
を
加
え

て
世
界
的
な
レ
ベ
ル
の
も
の
に
な
る
か

を
実
践
し
て
、
二
十
年
近
く
な
り
ま
す
。

大
谷
ダ
ン
ス
の
中
に
あ
る
き
も
の
を

蘇
え
ら
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

藤
本
い
え
い
え
、
き
も
の
は
、
そ
れ

で
完
成
し
て
い
る
民
族
衣
裳
で
す
か
ら

私
は
、
京
都
の
卸
で
何
千
点
の
中
か
ら

洋
服
に
な
る
鋤
叩
巾
の
反
物
を
三
点
か

四
点
選
び
だ
し
て
洋
服
の
シ
ル
エ
ッ
ト

大谷晃世
鴬

藤本ハルミ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



の
交
友
関
係
を
証
明
す
る
よ
う

鰯零冨琴

井
友
晴
シ
ェ
フ
の
訪
独
を
き
っ

夜
、
神
戸
の
相
楽
園
会
館
で

領
事
館
の
エ
ベ
ル
ハ
ル
ド
・
（
亭
で
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
！
参
加
。
ユ
タ
ヵ
さ
ん
は
ピ
ン
ク

ら
旧
人
の
キ
ュ
ッ
ヒ
ェ
ン
マ
イ
居
留
地
内
に
あ
る
明
治
屋
中
央
リ
か
わ
″
で
、
ユ
タ
カ
順
子
さ

☆
ド
イ
ツ
の
味
が
大
集
合
た
。

ウ
マ
ン
総
領
事
、
ガ
ブ
リ
エ
レ
で
、
嵯
峨
美
術
短
期
大
学
他
の
の
サ
リ
ー
で
登
場
。
日
本
酒
の
－
ル
で
開
か
れ
た
記
念
第
一
一
弾

・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
副
領
事
、
ロ
Ｉ
講
師
で
も
あ
る
小
宮
容
一
さ
ん
鏡
割
り
を
行
う
な
ど
、
・
ハ
ー
ー
テ
は
、
劇
団
員
内
田
昌
夫
氏
の
オ

ゼ
マ
リ
ー
・
ザ
ル
チ
ョ
ー
副
領
の
『
図
解
イ
ン
テ
リ
ア
構
成
ィ
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
リ
ジ
十
ル
脚
本
「
雨
に
な
る
ら

噸
黙
鎧
穂
螺
側
卿
騨
一
菖
蝋
繍
錘
侭
“
難
灘
課
酔

ト
ラ
ン
、
ロ
ー
テ
ロ
ー
ゼ
の
石

か
れ
た
。
こ
れ
は
北
野
の
レ
ス

ん
だ
。
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
総

か
し
た
本
場
ド
イ
ツ
料
理
が
並

イ
ッ
か
ら
持
込
ん
だ
材
料
を
生

に
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ハ
ム
等
ド

か
け
に
決
ま
っ
た
も
の
。
会
場

ス
タ
ー
が
訪
れ
、
ｎ
月
４
日
の

シ
ュ
バ
ー
ベ
ン
の
夜
☆
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
神
戸
で
初
個
展

「
本
場
ド
イ
ツ
の
味
を
味
わ
め
ざ
す
人
へ
ｎ
月
４
日
（
水
）
、
三
ノ
宮
本

っ
て
下
さ
い
」
と
西
ド
イ
ツ
か
加
月
釦
日
（
土
）
神
戸
の
旧
通
り
に
あ
る
〃
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ

″
シ
ュ
バ
ー
ベ
ン
の
夜
″
が
開総領事館のみなさんもご満悦

達
の
歌
や
、
友
人
、
知
人
か
ら

海
康
博
、
角
本
稔
、
川
口
凱
正

信
さ
ん
達
仲
間
の
呼
び
か
け

唾鞠鶏f 園の
祝
辞
が
贈
ら
れ
、
奥
様
と
も
☆
好
調
！
洲
周
年
の
四
紀
会
記
念
公
演
は
来
年
２
月
「
背

ど
も
、
お
祝
い
の
夕
べ
を
楽
し
劇
団
四
紀
会
が
創
立
訓
周
年
葉
茂
れ
る
」
、
６
月
「
母
な
る
字

ん
だ
。
を
迎
え
、
記
念
公
演
を
順
調
に
宙
船
地
球
号
よ
」
と
続
く
予
定
。

さ
ん
等
各
界
か
ら
、
小
宮
さ
ん

ん
等
建
築
関
係
者
を
始
め
、
鳴

で
、
宮
西
悠
司
、
小
林
郁
雄
さ

に
多
数
参
加
。
大
学
の
教
え
子

キャスト、スタッフ勢ぞろい

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
〃
女
性

小宮氏を囲んで（左から２人目）

庫
県
会
議
員
の
掛
水
す
み
え
さ

伊
勢
昌
史
さ
ん
等
、
約
釦
妬
が

他
に
も
谷
口
昌
、
並
川
俊
二
、

さ
ん
に
お
祝
い
の
辞
を
ｃ
そ
の

れ
、
そ
れ
を
祝
し
て
パ
ー
テ
ィ

ん
の
神
戸
初
の
個
展
が
開
か

子
さ
ん
が
駆
け
付
け
、
ユ
タ
ヵ

ん
、
西
宮
市
会
議
員
の
生
瀬
悦

Ｉ
が
催
さ
れ
た
。

☆
ユ
タ
カ
順
子
さ
ん

の
活
蹴
を
応
援
す
る
会
″
の
兵

丁
さ
れ
た
⑥

ユタ力さん（左端〕と共に

上
演
し
て
い
る
。
加
月
瓢
日
と

ｎ
月
１
日
に
神
戸
シ
ー
ガ
ル
ホ

中
心
に
、
仲
比
掛
志
、
江
側
塵

清
、
大
西
術
一
、
益
田
和
之
、

松
崎
寅
雄
氏
が
加
わ
る
大
舞
台

と
な
っ
た
。

小
寺
義
範
、
香
崎
桃
代
氏
ら
を

一
氏
他
、
神
戸
職
演
連
か
ら
も

今
側
は
小
森
清
太
朗
、
刷
村

１
１３８
１

畠

☆
神
戸
の
ﾉ侭捲
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小磁良平
「斉唱」

凝議薄闇

４
団
体
が
参
加
す
る
。
合
唱
指

揮
は
北
村
信
雄
。

☆
小
林
亮
三
バ
リ
ト
ン
独
唱
会

哩
月
誕
日
（
火
）
咽
時
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
２
５
０
０
円

芦
屋
市
に
生
ま
れ
、
東
京
芸

大
卒
業
後
、
渡
欧
。
ス
イ
ス
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
各
地
で
演
奏
会

出
演
後
、
帰
国
し
て
か
ら
は
オ

ペ
ラ
や
「
第
九
」
「
メ
サ
イ
ア
」

塁 璽
真
★
大
阪
フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
夕
べ

関
西
楽
垣
の
指
導
者
と
し
て

今
日
の
大
阪
フ
イ
ル
を
育
て
て

来
た
朝
比
奈
隆
を
指
揮
に
迎
え

る
。
今
年
は
ソ
プ
ラ
ノ
に
岡
田

附
美
、
テ
ノ
ー
ル
に
田
原
祥
一

郎
、
ア
ル
ト
に
井
上
和
世
、
バ

リ
ト
ン
に
三
室
尭
を
、
ま
た
合

§
‐
識
一
”
》
一
隆
亜
鰯

リ
で
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
三
大
歌

曲
集
を
完
結
し
、
最
近
は
ド
イ

ッ
リ
ー
ト
や
宗
教
音
楽
の
分
野

で
活
動
を
続
け
て
い
る
。
ビ
ア

1 6 , 1 7 代目「王子さま」
エマニユエル君( 左）と
ジェローム君

純台；人物登
化もとだも場
し単舞け３人

畷
瀞
蝿
鍵
度

垂
ス
ト
と
し

て
出
演
。

林
２
Ｆ
こ
ま

小
○
８
４
１
１

峠
織
誌
榊
嘩

朝
団
ほ
か
地

元
神
戸
の

「
メ
サ
イ
ア
」

等
に
ソ
リ

６
年
が
か

鐸

☆
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
公
演

「
白
鳥
の
湖
」

１
月
５
日
（
火
）
娼
時
６
日
（
水
）
型

時
神
戸
薫
化
大
ホ
ー
ル
Ａ
５
０
０
０

円
Ｂ
４
０
０
０
円

今
公
演
は
、
貞
松
・
浜
田
バ
レ

エ
団
が
結
成
認
周
年
を
迎
え
、

そ
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
「
兵
庫

県
文
化
賞
」
を
受
賞
し
た
記
念

安
井
曽
太
郎
、
須
田
国
太
郎
の

ご
鳶

★
関
西
ゆ
か
り
の
８
巨
匠
展

ｎ
月
３
日
開
館
し
た
、
伊
丹

市
立
美
術
館
の
初
の
記
念
展
。

神
戸
の
生
ん
だ
金
山
平
三
、

小
磯
良
平
、
大
阪
に
生
ま
れ
た

小
出
楢
重
、
鍋
井
克
之
、
佐
伯

ノ
に
田
淵
幸
三
を
迎
え
て
の
今

回
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
「
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
」
シ
ユ

ー
ベ
ル
ト
「
ぼ
だ
い
樹
」
ブ
ラ

ー
ム
ス
「
日
曜
日
」
ほ
か
。

☆
中
田
実
郎

永
遠
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
弾
く

哩
月
９
日
（
水
）
皿
時
半
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
４
０
０
０
円

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ポ
ッ
ト

「
ト
ム
キ
ヤ
ン
テ
イ
」
に
お
い
て

活
励
を
続
け
て
い
る
中
田
実
郎

さ
ん
の
３
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト

曲
家
た
ち
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

「
ス
ト
リ
ン
グ
ス
」
の
メ
ン
バ

ｉ
と
共
演
す
る
。

里
一
の
神
戸
出

千
身
の
女
優
で

桐
す
で
に
今
ま

片
で
の
民
芸
公

識

｡

中田実郎
なァ１イガ
どＩタンＩ
のしＩ，シ
作ン、ポュ

舞
踊

、
佐
伯

祐
三
、

京
都
の

梅
原
龍

三
郎
、

雲若
い
プ
リ
マ
の
木
山
美
恵
、
藤

田
雅
子
、
橋
本
佳
子
、
そ
し
て

新
人
の
ソ
リ
ス
ト
と
ベ
テ
ラ
ン

の
団
員
の
織
り
成
す
舞
台
に
乞

ご
期
待
／

”
娠
蝿
傘
岬
》
演
劇

☆
星
の
王
子
さ
ま

塑
月
２
日
采
）
Ⅳ
時
半
廻
時
半
芦

屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

サ
ン
ー
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
作

「
星
の
王
子
さ
ま
」
ほ
ど
、
世
界

的
に
読
ま
れ
愛
さ
れ
て
い
る
名

作
は
少
な
い
。
若
い
減
劇
人
の

ギ
・
グ
ラ
ヴ
イ
ス
は
こ
の
名
作

の
舞
台
化
に
成
功
し
、
現
在
も

ロ
ン
グ
ラ
ン
を
続
け
、
上
演
回

数
も
２
０
０
０
回
を
超
え
た
。

主
減
の
王
子
役
は
初
菰
以
来

簿
也”，;鍛塗』』,Ｉ

８
人
の
巨
匠
た
ち
の
秀
作
帥
点

が
峻
覧
さ
れ
る
。

鋪

蟻
公
演
で
あ

鐸
る
。
貞
松

識
証
綜
御
謂

を
は
じ
め

１
１４０
１

妬
人
も
の
少
年
達
が
演
じ
て
来

た
が
、
舞
台
装
置
は
一
切
な
し

減
の
準
主
役
、
主
役
を
減
じ
て

い
る
若
手
演
技
派
女
優
で
あ

る
。
〃
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
演
劇
史

上
初
め
て
の
自
然
主
義
的
悲

劇
″
と
評
さ
れ
た
名
作
に
民
芸

が
挑
戦
す
る
。

☆
地
人
会
公
演
「
ブ
ル
ー
ス
ト

ッ
キ
ン
グ
の
女
た
ち
」

蛇
月
Ⅳ
日
（
木
）
’
四
日
（
土
）
皿
時
晦

分
即
日
（
日
）
鰯
時
半
・
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
宮
２
５
１
１
３
８
６
１
ま
で

舞
台
は
大
正
元
年
か
ら
関
東

大
震
災
の
大
正
十
二
年
ま
で
。

「
原
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ

た
」
と
宣
言
し
た
青
踏
社
に
あ

雷
ま
た
海
外
で
も
常
に
フ
ラ
ン
ス

語
で
演
じ
、
原
作
の
イ
メ
ー
ジ

を
表
現
し
て
い
る
。

☆
劇
団
民
芸
公
演

「
令
嬢
ジ
ュ
リ
ー
」

哩
月
晦
日
（
火
）
妬
日
（
水
）
塑
時
半

県
民
小
劇
場
３
３
０
０
円

ち
ょ
う
ど
Ⅲ
年
前
に
発
表
さ

れ
た
巨
匠
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ス
ト

リ
ン
ド
ベ
リ
ィ
の
代
表
作
。
主

役
ジ
ュ
リ
ー
を
務
め
る
片
桐
千

里
は
、
劇
団
民
芸
の
．
中
で
は
唯
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躯
演

劇

☆
リ
ビ
ン
グ
・
デ
イ
ラ
イ
ッ

亜
月
哩
日
（
土
）
よ
り
朝
Ｈ
公
館
に
て
ロ

村
抱
月
と
松
井
須
磨
子
ら
の
群

像
が
描
か
れ
る
。
出
演
は
江
藤

潤
、
高
橘
長
英
、
析
出
え
り
、

清
水
絃
治
ら
。

こ
が
れ
て
上
京
し
た
伊
藤
野
枝

を
中
心
に
、
平
塚
ら
い
て
う
、

鍵

☆
シ
ャ
ル
ル
・
デ
ュ
モ
ン
＆
大
庭
照
子

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

、
日
（
木
）
躯
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
５
０
０
０
円
Ａ
４
０
０
０

円
Ｂ
３
０
０
０
円

☆
ラ
プ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
ナ
イ
ト
・
Ｉ

Ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

狸
、
（
火
）
岨
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
３
８
０
０
ｍ
栂
Ｂ
３
０
０
０
画
四

☆
高
塚
桂
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

弱
日
（
土
）
岨
時
豊
中
巾
エ
ア
ク
ア

文
化
ホ
ー
ル
２
３
０
０
円

★
ピ
パ
・
ラ
・
ム
ジ
カ
第
６
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

型
日
（
火
）
皿
時
半
宝
塚
ベ
ガ
ホ
ー

ル
ー
８
０
０
円
３
０
０
０
門
（
ペ

ア
券
）

☆
パ
リ
「
木
の
十
字
架
少
年
合
唱
団
」

１
日
（
火
）
塑
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
３
０
０
０
円
巾
学
生
以
下
２

５
０
０
円

★
ウ
ラ
デ
ィ
ミ
ー
ル
・
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー

ジ
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

皿
日
（
月
）
”
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ

ー
ル
Ｓ
７
０
０
０
円
Ａ
５
０
０
０

円
Ｂ
４
０
０
０
円

園
音

楽 映
画

り
神
近
市
子

え
に
新
し
い

田
斌
劇
を
日

石
ざ
し
た
島

ン
ユ
ー
ジ
エ

喜
一
泌
洲
挫
障
、
。

程
テ
イ
モ
シ

テ
１
。
ダ
ル

鱗ト
ン
の
新
鮮
な
魅
力
を
軸
に
ベ

テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
最
新
の
ア

ク
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆

使
し
た
ス
ー
パ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

大
作
。シ

リ
ー
ズ
を
数
々
の
ヒ
ッ
ト

１
ド
シ
ョ
ー
大
人
１
５
０
０
円
大
高

生
１
３
０
０
円
中
学
生
１
２
０
０
円

シ
リ
ー
ズ
第
一
作
「
０
０
７

は
殺
し
の
番
号
」
以
来
、
妬
年

目
を
迎
え
た
こ
の
最
新
作
は
一
一

☆
未
知
座
小
劇
場
「
明
月
記
」

溺
日
（
土
）
理
時
半
”
日
（
日
）
お

時
セ
イ
デ
ン
バ
ー
ズ
ピ
ル
ー
７
０

０
円
中
高
生
７
０
０
円

☆
劇
団
風
の
子
公
演
「
お
れ
た
ち
ゃ
便

利
屋
」

☆
宮
本
慶
子
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

四
日
（
土
〉
四
時
市
立
博
物
鮎
２

５
０
０
円

☆
一
人
オ
ペ
ラ
・
信
太
妻

１
日
（
火
）
２
口
（
水
）
、
時
神
戸

文
化
中
ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

☆
神
戸
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団
公
演
・
第
九

８
日
（
火
）
四
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
４
０
０
０
円
Ａ
３
８
０
０
円

Ｂ
３
３
０
０
円

☆
和
楽
器
を
演
奏
す
る
外
人
達
の
コ
ン

サ
ー
ト

６
日
（
日
）
、
時
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教

会
大
人
５
０
０
円
子
供
無
料

☆
長
唄
・
杵
屋
勝
之
弥
他

四
日
（
土
）
過
時
半
市
立
博
物
館

１
０
０
０
円

エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト
の
天

才
、
ス
チ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ

ー
グ
と
、
Ｓ
Ｆ
ワ
ー
ク
の
鬼
才

ジ
ョ
ー
・
ダ
ン
テ
監
督
が
「
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ゾ
ー
ン
」
「
グ

レ
ム
リ
ン
」
に
続
い
て
三
た
び

像
菖
雲
霞
爵
ハ
：

曲
を
生
ん
だ
ジ
ョ
ン
・
バ
リ
ー

が
「
リ
ビ
ン
グ
・
デ
イ
ラ
イ
ッ
」

を
作
曲
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

Ａ
ｌ
Ｈ
Ａ
が
主
題
曲
を
歌
っ
て

い
る
。

☆
イ
ン
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス

哩
月
５
同
（
土
）
よ
り
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
に

て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
人
１
５
０
０
円

火
高
堆
１
３
０
０
円
中
学
生
１
２
０
０

有現熊蒔☆奥★江☆木日第萌ヤ☆関グ明神関☆正藤県第☆品兵
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忽
。
．

☆
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

手
描
友
禅
染
色
作
品
展哩

／
４
１
哩
／
唾

☆
「
母
さ
ん
の
樹
」

４
日
（
金
）
塑
時
半
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー

ル
－
２
０
０
円

★
「
海
と
毒
薬
」

、
日
（
木
）
ｎ
日
（
金
）
犯
時
半
哩

日
（
土
）
超
時
半
か
ら
３
回
シ
ー
ガ

ル
ホ
ー
ル
７
０
０
円

即
日
（
日
）
喝
時
妬
時
ピ
ッ
コ
ロ

シ
ア
タ
ー
大
人
２
３
０
０
円
子
供

１
８
０
０
円

☆
自
転
舎
公
演
「
に
し
む
く
さ
む
ら
い
」

週
日
（
且
皿
時
、
時
道
化
座
ノ

ィ
エ
ス
タ
ジ
オ
－
５
０
０
円
中
｛
同

生
８
０
０
円

☆
劇
団
銀
河
鉄
道
「
ち
び
っ
こ
太
郎
』

５
日
（
土
）
哩
時
半
遁
時
妬
分
６

日
（
日
）
、
時
浬
時
大
人
１
０
０

０
円
子
供
７
０
０
０
円

☆
転
形
劇
場
「
水
の
休
日
」

５
口
（
土
）
四
時
６
日
（
日
）
理
時

ル
ナ
ホ
ー
ル
３
３
０
０
円

強
力
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
最
新
巨

篇
。
今
回
は
人
間
が
同
じ
人
間

１
４１
１

き
起
こ
す
ハ
ー
ト
ウ
オ
ー
ミ
ン

グ
な
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
物
語
で

あ
る
。
お
正
月
映
画
の
決
定

版
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
氏
名
を
明

記
の
上
神
戸
っ
子
「
イ
ン
ナ
！
．
．
」
係
。

／
の
体
内
（
イ

必
ン
ナ
ー
ス
ペ

軸
－
ス
）
に
ま

可
つ
た
く
偶
然

肌
か
ら
入
り
込

》
ん
で
し
ま
つ

Ⅷ
た
た
め
に
巻
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ざ

見ているだけでも可愛いい

１
１４２
１

（
￥
６
０
０
）
や
、
ち
ょ
っ
と

賛
沢
な
機
・
内
食
ス
タ
イ
ル
の
コ

ッ
ク
セ
ッ
ト
（
￥
１
，
０
０
０
）

な
ど
。

■
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・
ド
ゥ
・
コ
ッ
ク

三
宮
プ
ラ
ン
タ
ン
Ｂ
２

厨
０
７
８
．
２
９
１
．
０
０
７
７

ブ
に
変
身
し
た
。

改
装
前
か
ら
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

の
豊
富
さ
と
お
い
し
さ
は
評
判

だ
っ
た
が
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
調
が

プ
ラ
ス
さ
れ
て
、
よ
り
内
容
の

濃
い
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い

る
。
中
で
も
お
も
し
ろ
い
の
は

″
す
し
サ
ン
ド
〃
。
エ
ピ
チ
リ
ソ

ー
ス
や
チ
ン
ジ
ャ
ー
オ
ロ
ス
な

ど
、
エ
ッ
Ⅵ
と
思
う
よ
う
な
材

料
が
手
巻
き
風
に
巻
か
れ
て
出

て
く
る
。
（
￥
２
０
０
よ
り
）
他

に
毎
月
の
旬
の
材
料
を
生
か
し

た
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

ブ
に
変
身
し
た
。

改
装
前
か
ら
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

の
豊
富
さ
と
お
い
し
さ
は
評
判

だ
っ
た
が
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
調
が

プ
ラ
ス
さ
れ
て
、
よ
り
内
容
の

濃
い
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い

る
。
中
で
も
お
も
し
ろ
い
の
は

〃
す
し
サ
ン
ド
〃
。
エ
ピ
チ
リ
ソ

ー
ス
や
チ
ン
ジ
ャ
ー
オ
ロ
ス
な

ど
、
エ
ッ
Ⅵ
と
思
う
よ
う
な
材

料
が
手
巻
き
風
に
巻
か
れ
て
出

て
く
る
。
（
￥
２
０
０
よ
り
）
他

に
毎
月
の
旬
の
材
料
を
生
か
し

た
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

（
￥
６
０
０
）
や
、
ち
ょ
っ
と

賛
沢
な
機
内
食
ス
タ
イ
ル
の
コ

ッ
ク
セ
ッ
ト
（
￥
１
，
０
０
０
）

な
ど
。

■
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・
ド
ゥ
・
コ
ッ
ク

三
宮
プ
ラ
ン
タ
ン
Ｂ
２

雷
０
７
８
．
２
９
１
．
０
０
７
７

の
降
誕
祭
″
ア
ー
モ
ン
ド
を
す

り
潰
し
た
中
へ
リ
ン
ゴ
鯛
と
洋

酒
を
練
り
込
ん
だ
お
栖
落
で
キ

ュ
ー
ト
な
お
菓
子
。
酸
味
の
き

い
た
青
り
ん
ご
と
甘
く
て
さ
わ

ア
詞
『

★
心
踊
り
描
く
パ
リ

本
誌
で
も
お
馴
染
み
、
西
村

功
氏
の
水
彩
展
が
元
町
画
廊
に

お
い
て
ｎ
月
５
Ｈ
１
雌
側
の
間

開
か
れ
た
。

今
年
６
月
に
渡
仏
し
た
際
に

描
き
綴
っ
た
如
点
余
り
で
構

成
。
緑
濃
い
イ
ー
ル
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
や
、
パ
リ
の
街
角
、
メ

ト
ロ
…
。
作
者
独
特
の
目
で
見

雛
作品を前に作者（中央）

た
パ
リ
が
披
露
さ
れ
、
い
つ
も

な
が
ら
の
「
西
村
・
パ
リ
」
に

フ
ァ
ン
も
多
く
つ
め
か
け
て
い

た
。
「
何
度
描
い
て
も
あ
き
る

こ
と
の
な
い
パ
リ
。
来
年
は
ぜ

ひ
秋
を
描
き
た
い
。
」
と
語
る

氏
の
次
回
作
が
今
か
ら
楽
し
み

だ
。

の
。
匡
力
三
ｍ
『

☆
家
庭
で
味
わ
え
る
ホ
テ
ル
の

味
″
ホ
テ
ル
メ
イ
ド
〃
新
発
売

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
で

は
今
ま
で
の
ケ
ー
キ
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
、
パ
ン
な
ど
に
加
え

て
、
新
た
に
「
お
惣
菜
」
を
テ
蕊
少し姦兼にホテルスタイル

イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

加
え
た
。
内
容
は
ホ
テ
ル
特
製

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
、
ス
ー
プ
、

カ
レ
ー
、
ハ
ム
な
ど
、
お
手
軽

に
ホ
テ
ル
の
味
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
と
少
量
ず
つ
買

い
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
に
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
も
用
意
さ
れ
て
い
る
の

で
と
て
も
便
利
。
２
Ｆ
サ
ン
マ

ロ
内
フ
ー
ド
ブ
テ
ィ
ッ
ク
内
に

て
発
売
中
。

ｚ
ｍ
一
三
の

★
〃
和
菓
子
だ
っ
て

ク
リ
ス
マ
ス
し
た
い
〃

ク
リ
ス
マ
ス
と
い
え
ば
、
フ

ラ
ン
ス
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
を

食
事
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

を
食
べ
て
…
と
い
う
の
は
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
。
今
年
は
ち
ょ

っ
と
趣
き
を
変
え
て
、
和
菓
子

で
〃
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
″
と

い
う
の
は
い
か
が
。

中
世
の
頃
、
南
ド
イ
ツ
で
は

大
聖
堂
の
前
庭
で
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
に
金
の
粉
を
塗
っ
た
リ

ン
ゴ
を
吊
り
下
げ
て
、
お
祝
い

を
し
て
い
た
。
そ
ん
な
ク
リ
ス

マ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ

た
の
が
本
高
砂
屋
の
〃
り
ん
ご

○
℃
、
ｚ

☆
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
に

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を

三
宮
プ
ラ
ン
タ
ン
店
デ
リ
カ

街
に
あ
る
「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・

ド
ゥ
・
コ
ッ
ク
」
が
改
装
オ
Ｉ

灘
明るい店内

プ
ン
。
今
ま
で
の
パ
ー
ス
タ
イ

ル
か
ら
ち
ょ
っ
ぴ
り
広
々
と
し

た
論
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
ス
タ

イ
ル
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・
ク
ラ

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

蕊

勢

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



灘

１
１４３
１

P ＲＥＳＥＮＴ
Ｃ０ＲＮＥＲ

と
ラ
テ
ン
音
楽
と
フ
ラ
ン
ス
料

理
。
ア
ン
デ
ス
か
ら
の
音
楽
使

者
、
ロ
ス
・
プ
カ
ソ
ン
コ
は
３
名

か
ら
成
る
ク
ス
コ
出
身
の
バ
ン
ド

で
、
「
コ
ン
ド
ル
が
飛
ん
で
行
く
」

「
銃
つ
き
烏
」
な
ど
日
本
で
も
お

馴
染
み
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
演
奏

さ
れ
ま
す
。
き
ら
め
く
マ
ン
ボ
の

リ
ズ
ム
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な

ダ
ン
ス
タ
イ
ム
、
お
酒
落
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
お
過
し
下
さ
い
。

塑
月
調
日
（
水
）
型
日
（
木
）
溺

日
（
金
）
い
ず
れ
も
シ
ョ
ー
タ
イ

ム
は
午
後
７
時
半
、
９
時
、
、
時

半
の
３
回
。
デ
ィ
ナ
ー
は
午
後
５

時
か
ら
。
お
一
人
様
￥
２
０
，
０

０
０
・
テ
ー
ブ
ル
の
予
約
・
お
問

合
せ
は
言
０
７
８
‐
２
２
２
１

５
１
２
３
迄

②
神
戸
ポ
ー
ト
ビ
ア
ホ
テ
ル
・
パ

レ
ピ
ァ
ン
カ
で
は
哩
月
四
日
（
土
）

ｌ
溺
日
（
金
）
の
間
、
ク
リ
ス
マ

ス
セ
ー
ル
。
千
円
以
上
お
買
上
げ

の
方
に
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
。

●本高砂屋より
滋養ほていとを
本商砂屋の人気商品．滋養ぽ

ていと”は良質のさつまいもを
ほっこりと焼きあげ、砂鮪・卵
・ミルク・パターをふんだんに
使い練りあげ、仕上げた卵黄を
塗りあげた、まるやかな味で
す。今回はこの商品（５個入）
を１０塩の方にプレゼント。

▼
応
募
方
法
③
葉
瞥
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
哩
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
莱
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

鱗騨灘 P E O P L E 〈6 1 ＞
騨葬蕊蕊l 岬唾

蕊蕊鶴

Ｊ
Ｌ
卜

錘鍵
『
○
型
○
い

③
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
が

お
届
け
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
ィ

ナ
ー
・
シ
ョ
ー
。
今
年
の
ゲ
ス
ト

は
寺
尾
聡
で
す
。
「
ル
ピ
ー
の
指

環
」
を
は
じ
め
、
ソ
フ
ィ
ス
テ
ポ

ケ
ー
ト
さ
れ
た
シ
テ
ィ
ポ
ッ
プ
ス

を
思
う
存
分
お
楽
し
み
下
さ
い
。

狸
月
四
日
（
土
）
２
Ｆ
大
要
会
場

紫
賜
花
の
間
１
部
５
時
半
１
２
部

８
時
半
Ｉ
（
１
部
２
部
入
替
制
）

お
一
人
様
￥
２
８
，
０
０
０
（
シ

コ
ー
、
デ
ィ
ナ
ー
《
フ
リ
ー
ド
リ

ン
ク
、
税
・
サ
共
）

特
別
宿
泊
プ
ラ
ン
（
お
一
人
様

￥
３
５
，
０
０
０
）
も
あ
り
ま

す
。
ご
予
約
お
間
合
は
衝
０
７

８
１
３
３
１
‐
８
１
１
１
宴
会

予
約
係
迄

●
レ
ス
ト
ラ
ン
北
野
ク
ラ
ブ
の
ク

リ
ス
マ
ス
は
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ

恥
騨

宛
、
○
ｍ
で
一
○
三

⑳
☆
青
い
目
の
Ｐ
Ｐ
が
来
日

』
去
る
７
月
、
米
国
真
珠
組

『
合
は
創
立
鋤
周
年
の
記
念
行

っ
事
と
し
て
〃
パ
ー
ル
プ
リ
ン

対
セ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
〃
を
実

一
施
。
全
米
の
候
補
者
の
中
か

し
ら
３
人
が
選
出
さ
れ
た
。
日

ｆ勿
本
真
珠
輸
出
組
合
は
、
彼
女

キ
た
ち
に
日
本
で
の
〃
真
円
真

⑳
珠
発
明
帥
周
年
″
記
念
キ
ャ

ス
ン
ペ
ー
ン
に
も
一
役
か
っ
て

率
も
ら
お
う
と
日
本
に
招
待
し

い
た
。

Ｊェ
ｎ
月
加
日
に
は
、
田
崎
真

九
珠
本
社
に
工
場
見
学
を
兼
ね

”
て
表
敬
訪
問
。
挨
拶
の
後
工

⑬
場
で
加
工
中
の
真
珠
を
手
に

一
取
っ
て
み
た
り
、
シ
ョ
ー
ル

オ
ー
ム
で
宝
石
類
に
見
入
っ
た

一
り
、
大
き
な
瞳
を
キ
ョ
ロ
キ

マ
ョ
ロ
さ
せ
て
大
喜
び
。
楽
し

●
季
い
一
日
を
過
ご
し
た
。
こ
の

一
》
後
当
記
念
式
の
式
典
に
も
参

り
加
し
、
笑
顔
で
。
ハ
ー
ル
の
魅

塗
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

●ドンクより
サンドイッチセットを
今月紹介した「サンドイッチ
・ドゥ・コック」で人気のマン
スリーセット。今回はこのお食
事券を1 0 名の皆様にプレゼント
いたします。季節の材料を使っ
てのサンドイッチは、ちょっと
ユニークでぜひ一度ランチに試
してもらいたいメニューです。

群

☆神戸らしいお店づくりを

古屋貞雄さん〈海暫三居息＞
この秋、３２年ぶりに全面改装をした神

戸元町ニュートーキョー。元町らしい落
ちついた明るい店内に。お客様の評判も
上々とか。「ニュートーキョー入社以来
2 0 年、やはりお客様とのつながりが一番
大・切ですね。特に神戸は僕自身、大好き
な街なので、店づくりにもつい力が入り
ます」お酒はビールが一番、おすすめは
もちろんニュートーキョーの生でした。
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l瓢

自
身
び
っ
く
り
し
て
日
本
で
そ
の
テ
レ
ビ
を
見
た
の
を
思
い
出

す
。
『
旅
情
』
の
デ
ィ
ヴ
イ
ッ
ド
。
リ
ー
ン
に
逢
っ
た
。
あ
の
映

画
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
を
ほ
め
た
。
す
る
と
あ
の
映

画
で
い
ち
ば
ん
苦
労
し
た
の
は
彼
女
の
顔
の
シ
ワ
を
か
く
す
こ
と

だ
と
言
っ
た
。

デ
ミ
ル
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
逢
っ
た
。
デ
ミ
ル
は
日
本
の
こ
と
を

知
っ
て
る
と
言
う
。
〃
何
を
知
っ
て
ま
す
か
″
と
聞
い
た
と
こ
ろ

ハ
イ
と
笑
っ
て
〃
オ
ピ
ァ
ゲ
〃
。

デ
ミ
ル
は
早
川
雪
洲
主
演
の
日
本
の
大
時
代
劇
を
と
り
た
く
て

そ
の
脚
本
を
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
。
ベ
ラ
ス
コ
に
た
の
ん
だ
と
こ
ろ
べ

蕊

翻・蕃鋤言簿

ざ

●
．
患
拙
甜
ｗ

》
：
．
．
》
藤

「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
」

「
ニ
ー
ベ
ル
ゲ
ン
」

「
ド
ク
ト
ル
・
マ
ブ

ゼ
」
「
Ｍ
」
「
暗
黒
街

の
弾
痕
」
の
フ
リ
ヅ

ッ
・
ラ
ン
ク
と
Ｒ
・

Ｋ
・
Ｏ
ス
タ
ジ
オ
の

彼
の
「
ク
ラ
ッ
シ
ュ

・
パ
イ
・
ナ
イ
ト
」

（
一
九
五
二
）
監
督

中
の
セ
ッ
ト
で
逢
っ

た
と
き
、
さ
き
ほ
ど

の
五
本
の
彼
の
旧
作

品
を
言
っ
た
だ
け
で

鴬

園
酔
罫
“

Ｌ
醗
無
堀
田
踊
蝿

＆

垢

庶
げ
ｒ
“

露§Ｉ

淀川長治
・映lllIiﾙ肺家；

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
と
東
京
の
料
亭
で
な
が
ら
く
話
し
合
っ
た
あ

と
、
い
ざ
立
と
う
と
す
る
と
ピ
ッ
チ
が
す
わ
り
馴
れ
ぬ
日
本
式
の

す
わ
り
方
の
ゆ
え
立
ち
上
れ
な
く
な
っ
た
の
で
〃
そ
れ
で
は
″
と

″
私
の
ヒ
ザ
の
骨
″
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
ピ
ッ
チ
の
手
を
と
っ
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
以
上
も
た
っ
た
こ
ろ
日
本
の
有
名
な
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
ピ
ッ
チ
と
日
本
向
け
の
テ
レ
ビ
。
イ
ン
タ
ヴ
ィ
ュ
ー
を
や

っ
た
。
そ
の
と
き
ピ
ッ
チ
は
小
さ
な
箱
を
机
上
に
の
せ
て
い
て
そ

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
こ
れ
を
ヨ
ド
ガ
ワ
に
か
え
し
て
く
れ
と
言
っ

た
。
〃
な
か
に
は
何
が
〃
と
ア
ナ
が
聞
く
と
〃
ヨ
ド
ガ
ワ
の
ヒ
ザ
の

骨
だ
よ
″
と
言
っ
た
の
で
そ
の
ア
ナ
が
キ
ョ
ト
ン
と
し
た
の
を
私

１
４４
１

競
蕊
輔
頚
鵠
邸
騨
群
ｗ
Ｖ
．鴎

：
…
鴇

右からパオロ、ヴィットリオ、筆者（東京の歓迎パーティで）

ラ
ス
コ
と
意
見
し
よ
う
と
つ
で
こ
の
企
画
を
流
し
た
こ
と
を
惜
し

が
っ
て
い
た
。

そ
の
早
川
雪
洲
が
サ
イ
レ
ン
ト
の
こ
ろ
ト
マ
ス
。
Ｈ
・
イ
ン
ス

監
督
の
「
火
の
海
」
（
原
名
。
神
の
怒
り
）
に
主
演
し
た
。
日
本

劇
で
島
の
僧
侶
に
扮
し
て
い
た
。
島
の
娘
と
白
人
が
結
婚
す
る
と

神
の
怒
り
で
島
に
大
地
震
が
起
る
と
叫
ぶ
シ
ー
ン
が
ア
ッ
プ
で
出

せ
り
ふ

る
。
サ
イ
レ
ン
ト
だ
か
ら
そ
の
台
詞
は
わ
か
ら
な
い
。
の
ち
に
雪

洲
さ
ん
に
逢
っ
て
〃
あ
の
と
き
、
ど
う
叫
ば
れ
た
の
で
す
か
″
と

聞
い
た
と
こ
ろ
〃
ハ
ラ
ガ
ヘ
ッ
タ
、
ハ
ラ
ガ
ヘ
ッ
タ
、
ハ
ャ
ク
メ

シ
ガ
ク
イ
タ
イ
″
と
こ
れ
存
一
三
回
と
な
え
た
と
言
っ
た
。

Ｆ
１

私
を
抱
き
上
げ
て
彼
の
机
上
に
腰
か
け
さ
せ
た
。

×

つ
い
最
近
で
は
ジ
ュ
ー
ン
・
ア
リ
ス
ン
が
キ
ャ
サ
リ
ン
。
ヘ
ッ

プ
バ
ー
ン
の
熱
狂
的
フ
ァ
ン
の
こ
と
を
本
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の

で
〃
貴
方
が
若
草
物
語
を
や
ら
れ
た
と
き
、
キ
ャ
シ
ィ
の
若
草
物

語
を
参
考
に
見
ま
し
た
か
〃
と
聞
い
た
と
こ
ろ
Ｍ
・
Ｇ
．
Ｍ
は
絶

体
に
見
ち
ゃ
い
け
な
い
と
見
せ
さ
せ
な
か
っ
た
。
理
由
は
キ
ャ
サ

リ
ン
の
「
若
草
物
語
」
を
ジ
ュ
ー
ン
・
ア
リ
ス
ン
が
ま
ね
た
ら
大

変
だ
と
心
配
し
た
の
だ
そ
う
だ
。

エ
リ
ア
・
カ
ザ
ン
監
督
に
逢
っ
た
と
き
私
と
同
年
の
七
十
八
だ

□ＣｌＮＥＭＡ試写室「１

逢えば、
ストーリィをくれる人たち
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出
席
し

ド
ロ
ー
ネ
」
や
「
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ッ
ォ
の
夜
」
や
「
カ
オ
ス
・
シ

チ
リ
ア
物
語
」
の
監
督
の
答
え
と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
映
画
精
神
と
い
う
点
で
ぴ
た
り
一
致
し
て
い
る
こ
と

は
ま
ち
が
い
な
い
。

九
○
ま
で
生
き
よ
う
ね
″
一

と
言
っ
た
。
百
ま
で
と
言

わ
ぬ
と
こ
ろ
が
い
い
し
、

八
○
ま
で
と
リ
ア
リ
ズ
ム

な
こ
と
を
言
わ
ぬ
と
こ
ろ

も
巧
い
。

「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
・

バ
ビ
ロ
ン
ノ
．
」
の
タ
ヴ
イ

ァ
ー
ニ
兄
弟
監
督
と
は
四

時
間
も
し
ゃ
べ
り
合
っ

た
。
相
手
は
英
語
が
し
ゃ

べ
れ
な
く
、
私
は
イ
タ
リ

ア
語
が
し
ゃ
べ
れ
ぬ
の
で

通
訳
が
つ
い
た
。
だ
か
ら

な
ん
の
困
る
こ
と
な
く
四

時
間
も
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
ヴ
イ
ッ
ト
リ
オ

（
五
十
八
歳
）
が
え
ん
ま

ん
ニ
コ
ヤ
カ
で
パ
オ
ロ

（
五
十
六
歳
）
が
映
画
狂

だ
っ
た
。
二
人
に
好
き
な

ア
メ
リ
カ
映
画
を
聞
く
と

「
駅
馬
車
」
の
ジ
ョ
ン
・

フ
ォ
ー
ド
だ
と
言
っ
た
の

で
び
っ
く
り
し
た
。
と
て

も
「
父
・
パ
ー
ド
レ
・
パ す

で
大
林
宣
彦
監
督
の
会
に

夕
方
の
陽
の
は
い
り
か
け
た
海
辺
で
都
会
の
子

休
み
中
に
友
達
に
な
っ
て
都
会
の
子
が
帰
る
ま

り
花
火
遊
び
の
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。
ど
う
や

監
督
の
映
画
に
見
え
て
き
た
。

「
カ
オ
ス
」
の
第
二
話
に
〃
月
の
話
″
が
あ
る

に
な
る
と
狂
う
。
そ
れ
で
〃
私
も
そ
う
な
ん
だ

に
し
て
本
気
に
せ
ぬ
。
そ
れ
で
本
当
だ
と
念
を

は
全
裸
で
庭
を
走
る
と
言
う
と
、
と
て
も
嬉
し

東京の新館“シャンテ・シネ､ , のこけらおとしの舞台で。右よりヴィットリオ、筆者、パオロ と
て
も
嬉
し

い
こ
ろ

ら
二
日

ず
の
茶
屋
の
秋
の
暮
れ
〃
。

車
で
か
え
る
の
よ
・
浜
の

子
供
と
打
ち
上
げ
る
の
こ

り
花
火
は
さ
び
し
い
な
、

読
ん
だ

花
火
」

し
た
。

で
逢
っ

び
し
い

浜
に
は
黒
い
海
烏
、

か
に
も
大
林
さ
ん
ら
し
か

と
本
気

が
少
年
の
こ
ろ
に
雑
誌
で

ま
え
私
が
こ
の
監
督
に
私

っ
た
の
で
〃
そ
れ
じ
ゃ
あ
ん
た
は
ト
リ
ノ
ト
シ
〃
と
教
え
た
。
そ

の
意
味
は
〃
苦
労
が
多
い
〃
。
す
る
と
〃
よ
く
当
る
″
と
嬉
し
そ

う
に
笑
っ
た
。
そ
し
て
ジ
ミ
ィ
も
死
ん
だ
。
あ
れ
も
死
ん
だ
と
、

自
分
の
映
画
の
俳
優
の
死
を
思
い
出
し
な
が
ら
〃
お
ま
え
と
俺
は

そ
う
だ

な
二
人×

十
月

童
謡
の
「
の
こ
り

の
歌
の
こ
と
を
話

そ
れ
を
今
度
尾
道

た
ら
、
あ
れ
か
ら

で
出
か
け
て
見
に
行
っ
た

の
名
月
を
鎌
倉
の
海
岸
ま

っ
た
・
〃
の
こ
り
花
火
は
さ

一
本
の
映
画
を
作
り
た
い

。
あ
る
男
が
満
月

″
と
言
う
と
冗
談

押
し
満
月
の
晩
に

が
っ
て
二
人
で
笑

げ
た
。
こ
の
日
か

目
、
二
人
は
仲
秋

な
、
あ
し
た
は
汽

り
ょ
う
Ｌ

と
漁
夫
の
子
が
夏

え
の
別
れ
の
の
こ

ら
い
か
に
も
大
林

。
月
と
海
の
好
き

だ
っ
た
。

よ
し

た
。
そ
の
数
カ
月

で
言
っ
た
の
が
い

三
十
一
日
、
尾
道

145
１
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カフェ風のお酒落な店内

１
１４６
１

☆
弓
道
精
神
で
美
味
し
さ
追
求

諏
訪
山
ブ
ー
ケ
庵
が
菓
子
工

房
弓
と
禅
を
伴
っ
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
オ
ー
プ
ン
し
た
。
〃
弓
と

禅
″
は
約
釦
年
前
に
ド
イ
ツ
の

哲
学
者
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル

が
著
し
た
著
書
。
弓
道
の
精
神

と
菓
子
作
り
の
心
に
相
通
じ
る

も
の
を
感
じ
た
マ
ス
タ
ー
の
命

名
。
山
小
屋
風
の
造
り
で
、
大
き

な
窓
か
ら
中
が
よ
く
見
え
る
。

お
客
様
と
の
コ
メ
ユ
ニ
ヶ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
、
新
し
い
お
菓
子
の

ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
か
も
別

少
し
広
く
な
っ
た
ブ
ー
ケ
庵

で
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
も
大
き
い
の
が
登

場
。
喫
茶
で
も
食
べ
ら
れ
る
。

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
－
５
０
円
、

マ
ロ
ン
ム
ー
ス
３
０
０
円
等
、

ｌ
プ
・
ア
ー
ハ
ー
も
来
た
と

か
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
今
夜

び
っ

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

右側がエ房．弓と禅．

う
の
が
〃
桜
井
″
。
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
で
数
少
な
い
本
格

派
ス
テ
ー
キ
の
店
だ
。
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
は
１
８
０
０
円
か

ら
、
デ
ィ
ナ
ー
は
４
５
０
０

円
か
ら
。
鮮
や
か
な
ナ
イ
フ

さ
ば
き
を
目
の
前
で
披
露
し

て
く
れ
る
の
で
、
お
腹
の
虫

も
グ
ン
グ
ン
元
気
に
な
る
。

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
や
タ
イ

ガ
ー
ス
の
平
田
、
ブ
レ
ー
ブ

ス
の
弓
岡
他
、
有
名
人
の
常

連
客
も
多
く
、
ロ
ッ
ク
グ
ル

新
し
い
美
味
し
さ
も
い
つ
ぱ

、
○
Ｖ国

中
央
区
山
本
通
４
１
浬
１
羽
種
２
２
２

１
０
７
０
７
圧
中
無
休
９
Ａ
Ｍ
ｌ
９

Ｐ
Ｍ
（
喫
茶
は
８
Ｐ
Ｍ
ま
で
）

☆
卵
、
毎
日
食
べ
て
ま
す
か
？

８
月
犯
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

た
ま
ご
物
語
創
・
蔀
・
域
は
、

神
戸
初
の
卵
料
理
専
門
店
。
「
栄

養
満
点
の
卵
は
シ
ン
プ
ル
な
素

材
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
技
術

が
大
切
。
オ
ム
レ
ツ
の
他
に
も
、

い
ろ
い
ろ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

に
味
わ
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
」

と
高
橋
店
長
。
２
日
か
か
っ
て

じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
ソ
ー
ス
が

決
め
手
だ
そ
う
だ
。
お
す
す
め

は
田
舎
風
オ
ム
レ
ツ
６
５
０

円
、
オ
ム
ラ
イ
ス
８
０
０
円
。

揚
げ
た
ま
ど
の
き
の
こ
ソ
ー
ス

７
０
０
円
も
オ
ッ
な
味
。
サ
ラ

●
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

ダ
や
ド
リ
ン
ク
類
と
合
せ
た
コ

ー
ス
も
あ
る
。
「
今
後
は
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
に
も
、
何
か
考
え
た

い
」
と
抱
負
。

国
阪
急
三
宮
駅
山
側
エ
ン
ジ
ェ
ル
松
浦
ビ

ル
４
Ｆ
雷
３
９
２
１
８
４
９
４
年
中

無
休
５
Ｐ
Ｍ
Ｉ
棚
Ｐ
Ｍ

☆
瑚
排
の
香
り
に
包
ま
れ
加
年

萩
原
加
誹
店
が
加
周
年
を
迎

え
た
。
落
ち
着
い
た
木
の
造
り

と
静
か
に
流
れ
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
中

で
味
わ
う
コ
ー
ヒ
ー
は
最
高
。

今
で
こ
そ
北
野
ブ
ー
ム
で
賑
う

界
隈
だ
が
「
加
年
前
は
本
当
に

ひ
っ
そ
り
し
て
い
ま
し
た
よ
」

と
田
村
社
長
。
「
久
し
ぶ
り
の

お
客
様
に
も
ホ
ッ
と
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
内
装
は
あ
ま
り

変
え
て
い
ま
せ
ん
。
い
つ
も
変

ら
ず
満
足
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。
」
と
加
年
を
振
り
返

る
。

ス
ト
レ
ー
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
他

ア
レ
ン
ジ
コ
ー
ヒ
ー
や
、
軽
食

メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
。
コ
ー
ヒ
ー

豆
の
ひ
き
売
り
も
し
て
く
れ

る
。

回
中
央
区
中
山
手
通
２
１
劃
１
３
衝
２
４

１
－
１
３
９
４
圧
中
無
休
平
日
９
Ａ

Ｍ
ｌ
９
Ｐ
Ｍ
休
日
的
Ａ
Ｍ
Ｉ
８
Ｐ
Ｍ

神
戸
す
て
－
き

スタッフ一同、これからも
よろしくお願いします

も
誰
か
が
…
別

桜
井

神
戸
吏
奥
区
港
島
中
町
６
１
Ｍ
ポ

ー
ト
ピ
ア
プ
ラ
ザ
湾
３
０
３
‐
３

９
０
１
年
串
無
休
Ⅲ
傘
犯
Ａ
Ｍ
Ｉ

２
“
犯
Ｐ
Ｍ
５
ｍ
ｍ
ｌ
９
酔
鋤
Ｐ
Ｍ

桜
井
オ
ー
ナ
ー
の
笑
顔
と

お
し
ゃ
べ
り
に
魅
か
れ
て
、

つ
い
つ
い
足
を
運
ん
で
し
ま
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新感覚のちぴしやぶを召し上がれ

★
酒
と
料
理
の
ガ
イ
ド
も

こ
ち
ら
に
お
任
せ

山
歩
き
を
通
し
て
知
り
合
っ

た
男
二
人
、
中
両
さ
ん
と
川
上

さ
ん
が
店
を
開
い
て
９
カ
月
。

純
山
小
屋
風
の
造
り
で
そ
の
名

も
ガ
イ
ド
の
小
屋
。
店
の
雰
囲

気
と
二
人
の
人
柄
に
魅
か
れ
る

お
客
さ
ん
で
い
つ
も
い
っ
ぱ
い

だ
。
洋
酒
は
約
、
種
。
カ
ナ
デ

ィ
ア
ン
ク
ラ
ブ
の
シ
ン
グ
ル
８

０
０
円
、
ワ
イ
ル
ド
タ
ー
キ
ー

１
０
０
０
円
等
。
料
理
の
お
す

す
め
は
肉
の
角
焼
８
０
０
円
、

エ
ビ
の
バ
タ
ー
焼
８
０
０
円

他
。
グ
ラ
タ
ン
や
シ
チ
ュ
ー
も

人
気
メ
ー
豆
Ｉ
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
７
０
０
円

と
い
う
手
頃
な
値
段
も
手
伝
っ

て
か
近
所
の
Ｏ
Ｌ
に
も
大
人

気
。
「
気
軽
に
声
を
か
け
て
下

さ
れ
ば
何
で
も
作
り
ま
す
ョ
・
」

お
腹
も
心
も
満
足
な
店
だ
。

回
中
央
区
三
宮
町
２
１
８
１
１
衝
３
９

２
１
５
２
７
８
生
中
無
休
Ⅱ
Ａ
Ｍ
Ｉ

２
Ｐ
Ｍ
５
１
的
Ｐ
Ｍ

☆
あ
の
牛
し
や
ぶ
が

カ
ジ
ュ
ア
ル
に
誕
生

８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ち
び

し
や
ぶ
能
は
、
若
者
に
も
気
軽

？

味も雰囲気も楽しめます

０
円
の
牛
肉
コ
ー
ス
、
４
０
０

０
円
の
ミ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
、
５

０
０
０
円
の
特
選
肉
コ
ー
ス
が

あ
る
。
牛
以
外
の
豚
、
鳥
、
魚

等
、
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
そ
ろ

っ
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
単
品
で
追

加
し
た
い
。

図
中
央
区
中
山
手
通
１
１
あ
商
２
６
１

１
０
１
６
８
無
休
Ⅶ
韮
叩
ｌ
砺
罪
卯

拓
如
帥
Ｉ
泌
叩
的

駕駕蕊畷議噛

に
利
用
で
き
る
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

専
門
店
と
し
て
評
判
だ
。
能
舞

台
を
思
わ
せ
る
店
内
に
流
れ
る

の
は
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
。
ヤ
ン

グ
感
覚
と
日
本
の
伝
統
が
出
会

う
不
思
議
な
空
間
を
演
出
し
て

く
れ
る
。

昼
は
９
０
０
円
か
ら
、
夜
は

１
２
０
０
円
か
ら
と
、
値
段
も

お
気
軽
。
１
人
で
も
気
軽
に
食

べ
ら
れ
る
。
宴
会
シ
ー
ズ
ン
向

け
の
コ
ー
ス
を
紹
介
。
３
０
０

☆
仏
料
理
の
〃
粋
″
を
集
め
て

北
野
の
一
角
に
明
る
い
フ
ラ
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初代王織燭の味、大阪に登場

､ ' 向研二, _ ､ 詔’. _ P
, J E F

､ 学識劉

転《恥ふ
み操い

●うまいもん巡礼
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別館牡丹園千里阪急店
北大阪急行千里阪急駅千里阪急５Ｆ
茸0 6 - 8 3 2 - 1 9 9 0
1 1 ＡＭ～７ＰＭ日祝は８ＰＭ木曜休

総蒐
》
叔
釘

一
蕊

…Ｉ蟻：

本
物
の
広
東
料
理
を
作
り
続
け

て
卯
数
年
「
店
舗
が
増
え
る
と
味

が
落
ち
る
」
と
、
今
ま
で
頑
固
に

初
代
王
餓
畑
の
味
を
守
っ
て
来
た

が
、
多
く
の
フ
ァ
ン
の
要
望
に
お

応
え
し
て
の
初
の
支
店
が
登
場
。

メ
ニ
ュ
ー
は
本
店
で
特
に
人
気

の
高
い
も
の
ば
か
り
選
り
す
ぐ
っ

て
弱
品
。
や
は
り
、
カ
キ
の
お
好

み
焼
（
１
２
０
０
円
）
や
、
妙
三

鮮
（
１
８
０
０
円
）
が
お
す
す
め
。

店
内
は
元
町
本
店
と
同
じ
落
ち

着
い
た
色
調
で
、
卯
名
位
ま
で
の

ン
ス
料
理
の
店
ラ
ッ
ク
ダ
ヌ
シ

ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
加
年
ほ

ど
前
、
フ
ラ
ン
ス
の
ダ
ヌ
シ
ー

湖
の
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
修

業
を
積
ん
だ
本
多
シ
ェ
フ
は
、

料
理
だ
け
で
は
な
く
、
接
客
態

度
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
至
る
ま

で
、
美
味
し
さ
を
追
求
。
壁
に

飾
ら
れ
た
大
き
な
絵
画
や
、
窓

辺
の
花
が
、
確
か
に
美
味
し
さ

を
演
出
し
て
い
る
。

お
す
す
め
は
オ
マ
ー
ル
エ
ビ

の
ス
ー
プ
や
サ
ラ
ダ
、
グ
ラ
タ

ン
な
ど
。
ラ
ン
チ
は
２
２
０
０

円
か
ら
、
デ
ィ
ナ
ー
も
５
４
０

０
円
か
ら
あ
る
が
、
「
気
軽
に

声
を
か
け
て
、
料
理
を
尋
ね
て

く
だ
さ
い
」
と
シ
ェ
フ
。

予
算
に
応
じ
た
パ
ー
テ
ィ
等

も
、
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
や
新
年
の
計
画
を

立
て
て
み
て
は
い
か
が
？

回
中
央
区
山
本
通
２
１
２
‐
掴
窟
２
４

２
‐
３
０
３
１
水
胴
体
Ⅲ
函
泌
１
Ｍ

亜
釦
Ⅳ
函
鋤
ｌ
創
曲
婚

宴
会
も
で
き
る
ほ
ど
の
ス
ペ
ー

ス
。
旬
の
新
鮮
さ
を
生
か
し
た
牡

丹
園
の
味
を
ぜ
ひ
大
阪
で
も
。

アラカルトもお気軽にどうぞ

守申ｑ

国
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- ＝司乏鑓一
こくっこランド全景

☆
秋
の
叙
勲
、
受
章
者
発
表

専
門
の
分
野
で
社
会
に
貢
献

し
た
人
た
ち
や
、
各
界
の
指
導

者
に
贈
ら
れ
る
秋
の
叙
勲
が
発

表
さ
れ
た
。

》
》
》
》
》
霊
跨
》
『
蹄
鋤

》
》
》
》
》
》
唖
》
》
語
》
岬

本
道
雄
さ
ん
、
勲
三
等
瑞
宝
章

に
神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院

長
の
福
富
芳
美
さ
ん
、
勲
四
等

瑞
宝
章
に
菊
正
宗
酒
造
会
長
の

嘉
納
毅
六
さ
ん
な
ど
を
は
じ

め
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
が
受

章
さ
れ
た
。

☆
兵
庫
県
「
と
も
し
び
の
賞
」

個
人
２
団
体
に

長
年
に
わ
た
り
地
域
文
化
の

》
》
》
》
》
》
》
》
》
』
》
挫

く
癖
》
灘
》
》
“
い
」
程
》

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

才

▼

１
１４８
１

賞
者
が
決
定
、
文
化
団
体
「
半

ど
ん
の
会
」
事
務
局
長
の
仙
賀

松
雄
さ
ん
を
は
じ
め
妬
人
２
団

体
が
ｎ
月
把
日
、
県
公
館
で
表

彰
を
受
け
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

回
佐
藤
重
美
（
歌
人
）
仙
貿
郡
雌
（
文
化
）

武
田
直
哉
霊
置
）
中
村
茂
雄
（
洋
画
）

浜
渦
章
盛
（
音
楽
）
小
林
茂
樹
（
地
域

文
化
）
西
田
宗
玄
（
茶
警
哩
田
辺
泰

光
（
地
域
文
化
）
藤
村
省
三
（
歌
人
）

描
山
忠
雄
（
文
化
財
保
護
）
井
上
基
一

郎
（
地
域
文
化
）
木
村
丑
郎
（
郷
土
史
）

円
増
浩
之
．
（
民
謡
保
存
）
谷
川
寛
治
（
水

墨
画
）
高
田
成
樹
（
地
域
文
化
）
出
石

町
大
名
行
列
保
左
会
（
大
村
俊
也
代
表
）

淡
鮎
地
方
史
研
究
会
（
武
田
信
一
会
長
）

敬
称
略

☆
『
こ
く
っ
子
ラ
ン
ド
』
オ
ー

プ
ン

Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
浜
側
で
開
発
が

す
す
め
ら
れ
て
い
る
『
ハ
ー
バ

－
ラ
ン
ド
』
に
、
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
た
『
こ
く
っ
子
ラ
ン

ド
』
が
、
月
加
日
（
金
）
オ
ー

プ
ン
。児童

セ
ン
タ
ー
、
児
童
相
談

騨議

話
し
た
く
て
も

話
せ
な
い

私
達
は
い
つ
も
周
囲
の
人
と
話
し
あ

っ
て
い
て
、
そ
れ
を
当
り
前
の
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
風
邪
を
こ

じ
ら
せ
て
の
ど
を
旨
さ
れ
喋
れ
な
い
時

ほ
ん
と
に
み
じ
め
な
想
い
に
な
り
ま

す
。
先
日
手
話
コ
ン
テ
ス
ト
高
校
の
部

で
一
位
に
な
っ
た
根
間
み
ど
り
さ
ん
の

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
家
族

五
人
の
う
ち
、
彼
女
だ
け
が
健
常
者

で
、
両
親
と
二
人
の
妹
は
聴
覚
障
害
者

で
す
。
そ
れ
で
自
然
に
手
話
を
覚
え
、

母
親
に
付
き
添
っ
て
役
所
や
買
物
に
行

っ
た
。
し
か
し
、
両
親
や
妹
の
心
の
奥

深
く
に
潜
む
障
害
者
の
本
当
の
悲
し
み

や
悔
し
さ
。
一
心
同
体
に
な
れ
な
い
も

ど
か
し
さ
。
自
分
だ
け
が
健
常
者
で
あ

る
こ
と
を
悲
し
く
思
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
同
僚
か
ら
手
話
で
話
し
か
け
ら
れ

た
と
喜
ぶ
父
の
姿
。
内
職
の
着
物
を
届

け
て
気
に
入
っ
て
貰
っ
た
と
嬉
し
そ
う

な
母
。
そ
し
て
ひ
と
な
み
の
暮
し
を
と

励
む
両
親
を
見
て
育
っ
た
。
聴
覚
障
害

の
兄
弟
を
持
つ
先
華
の
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
「
相
手
の
立

場
に
立
つ
こ
と
ｒ
を
学
び
、
い
ま
そ
こ

の
会
長
を
し
て
い
る
。

「
私
の
青
春
に
迷
い
は
な
い
」
と
の

題
で
話
し
た
後
、
「
前
向
き
な
あ
な
た

を
支
え
る
力
は
何
で
す
か
」
と
の
質
問

に
、
「
父
と
母
で
す
。
苦
労
も
あ
り
ま

し
た
が
励
ま
さ
れ
、
こ
こ
ま
で
育
て
て

も
ら
い
ま
し
た
」
と
、
答
え
た
。

南
国
の
花
の
よ
う
な
、
い
の
ち
溢
れ

る
彼
女
の
表
憎
は
輝
い
て
い
た
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

町
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
１
－
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
前

騨
○
七
八
’
二
三
一
’
一
二
一
四

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

所
か
ら
な
る
同
建
物
は
、
地
下

一
階
、
地
上
八
階
建
て
で
、
全

国
で
も
最
大
ク
ラ
ス
の
大
き
さ

で
あ
る
。

ｎ
月
配
、
昭
日
に
は
「
世
界

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

行
わ
れ
、
窃
日
か
ら
本
格
的
に

活
動
開
始
し
た
。

国
神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
１
１
３
１
１

宮
（
０
７
８
）
３
８
２
１
１
３
０
０
（
代
）

☆
神
戸
発
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

Ⅷ
北
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
構
想

来
秋
九
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
オ

リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
で
、
姥
川
幸

雄
演
出
の
「
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ

Ａ
忠
臣
蔵
」
が
神
戸
発
で
ス
タ

ー
ト
す
る
。

そ
の
先
陣
を
ね
ら
っ
て
、
来

ん
の
プ
ロ
モ
ー
ト
に
よ
る
「
棚

北
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
」
の
構

想
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
劇
団
神
戸
を
中
心
と
し

て
、
陳
舜
臣
氏
の
〃
柊
の
館
″

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
で
、
主
演

に
は
、
明
日
香
都
、
佐
川
ミ
ッ

オ
さ
ん
ら
に
、
地
元
の
外
国
人

の
出
演
協
力
と
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
夏
目
俊
二
氏
が
演

出
。
会
場
は
フ
リ
ー
ホ
ー
ル
を

め
ざ
す
北
野
ク
ラ
ブ
。
他
に
シ

ア
タ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト
で
一
人
芝

居
。
異
人
館
倶
楽
部
の
パ
ラ
デ

ア
ム
ホ
ー
ル
な
ど
で
の
企
画
も

の
な
ど
数
カ
所
の
点
を
結
ん

で
、
北
野
名
物
に
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
春
一
番
の
話
題
に

な
り
そ
う
。

春
四
月

部
に
、
劇

窪
団
神
戸

巽
の
夏
目

俊
一
一
さ

よ
る
「
稲

イ
」
の
構
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崖
西
日
本
戸
に
は
数
多
く
あ
り
、
ま
さ
に

谷
（
九
州
〃
洋
菓
子
天
国
〃
・
神
戸
の
そ

ん
を
除
れ
ら
の
店
を
、
洋
菓
子
の
歴
史

垂
く
）
地
を
織
り
込
み
な
が
ら
楽
し
く
紹

湊
区
予
選
介
し
て
い
る
。

が
ら
勉
強
家
で
今
回
代
表
に
。
戸
市
石
井
博
市
民
局
長
、
県
林
チ
ョ
ピ
な
ど
Ⅳ
種
類
も
の
ト
シ

ｎ
月
岨
日
の
東
京
で
の
本
選
五
和
夫
生
活
文
化
部
長
、
西
村
ピ
ン
グ
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ

鱗
謹
蝿
請
零
麹
議
榊
菱
婿
謹

☆
村
上
和
子
さ
ん
の
杯
音
頭
と
祝
宴
は
セ
レ
モ
ニ
ー
一
度
食
べ
れ
ば
病
み
つ
き
に

洋
菓
子
ワ
ー
ル
ド
豊
富
で
し
た
。
家
元
に
感
涙
に
な
る
こ
と
請
け
合
い
／

識
溌
蟻
蕊
撚
溌
雛 ■

”
Ｉ
ｆ
●

た
。
湊
本
さ
ん
は
弱
冠
躯
歳
な
お
神
楽
の
奉
納
に
始
ま
り
、
神
み
。
ベ
ー
コ
ン
や
エ
ビ
、
ア
ン

町
０

テ
ク
レ
ー
ル
″
の
チ
ー
フ
ソ
ム
い
け
ぱ
な
知
香
流
成
瀬
香
梅
関
西
第
一
号
店
が
六
甲
に
誕

リ
ェ
谷
住
肇
さ
ん
と
レ
ス
ト
ラ
家
元
の
神
戸
市
文
化
賞
受
賞
の
生
。
本
場
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ー
タ

ン
〃
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ブ
ラ
ン
〃
の
祝
賀
会
が
加
月
劃
日
午
前
ｕ
時
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
専

支
配
人
・
ソ
ム
リ
エ
の
湊
本
雅
釦
分
か
ら
生
田
神
社
会
館
で
、

和
さ
ん
が
５
名
の
地
区
代
表
の
来
賓
、
い
け
ぱ
な
関
係
者
、
知
用
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
ヵ
Ｉ
で
ホ

香
流
社
中
の
み
な
さ
ん
皿
名
余
カ
ホ
ヵ
の
出
来
立
て
ピ
ザ
を
注

中
に
選
ば
れ
た
。
と
畠
フ
０
ケ
人
１
二
３
ｔ
；

で
も
地
区
一
位
で
代
表
と
な
っ

わ
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
シ
ャ
ン
の
祝
賀
会

ツ
ド
」
で
修
業
、
今
回
の
予
選

ヨ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ピ
ラ
ミ

☆
全
国
ソ
ム
リ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
Ｅ
』
（
保
育
社
５
０
０
円
）
と
指
導
さ
れ
る
。
再
放
映
は
同
日

神
戸
か
ら
２
代
表
選
出
い
う
本
を
出
版
す
る
。
午
後
４
時
釦
分
教
育
テ
レ
ビ
で

２
年
に
一
度
開
か
れ
る
「
全
神
戸
港
が
開
港
し
て
加
年
。
☆
ピ
ザ
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誕
生

国
ソ
ム
リ
エ
最
高
技
術
賞
コ
ン
洋
菓
子
を
初
め
て
輸
入
し
た
港
と
び
っ
き
り
オ
シ
ャ
レ
な
テ

漣『睡孟唖

谷
住
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
・
リ

淑
出
厩
文
か
ら
釦
分
以
内
に
届
け
て
く

毒
し
て
賑
れ
る
。
も
し
時
間
内
に
届
か
な

ん
ル
」
の
お
い
し
い
洋
菓
子
屋
さ
ん
が
神
〃
ピ
ザ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〃
の

が
行
な
☆
知
香
流
成
瀬
香
梅
家
元

ク
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
、
お
し
ゃ
れ
で
イ
ク
ア
ウ
ト
・
ピ
ザ
ハ
ウ
ス

》
や
か
に
け
れ
ば
、
な
ん
と
伽
円
Ｏ
Ｆ
Ｆ

燕
行
わ
れ
／
、
（
特
定
地
域
の
み
）

ま
し
た
も
ち
ろ
ん
味
も
本
場
仕
込 関西第１号店

１
１４９
１

蕊議溌蕊撫熟議i 震
, 蝋簿蟻溌嬢職豊蟻

一一一一一一一一一一
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で

ン
ズ
を
聴
い
て
育
っ
た
か
つ
て

の
神
戸
の
若
者
が
、
そ
の
当
時

の
青
春
を
睦
ら
せ
よ
う
と
企
画

し
た
も
の
。

昨
年
如
月
に
も
行
な
わ
れ
た

が
、
今
回
は
さ
ら
に
大
が
か
り

●
●
の
●
●

で
、
当
時
の
若
者
と
現
在
の
若

者
が
入
り
ま
じ
り
、
釦
年
代
サ

ウ
ン
ズ
に
の
せ
て
、
ゴ
ー
ゴ
ー

を
踊
っ
て
楽
し
だ
。

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
「
和
ス
ト
ッ

プ
ザ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
と

☆
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ハ
ウ
ス

〆
・
目
蔚
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
の

「
シ
エ
イ
プ
ア
ッ
プ
ハ
ウ
ス
」

が
、
担
月
犯
日
ま
で
〃
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〃
を
行
う

痩
身
・
美
顔
・
脱
毛
コ
ー
ス

が
全
て
訓
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
。
例
え
ば

脱
毛
釦
分
６
０
０
０
円
が
４
２

０
０
円
に
／１．

》
》
癖
今
年

患
．
《
フ
。
、
‐
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青
い
眼
の
国
際
ジ
ャ
パ
ネ

ス
ク
歌
舞
伎
を
共
催
し
て
学

ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
与
三

郎
役
者
は
米
国
か
ら
お
富
は

東
京
か
ら
歌
舞
伎
を
や
り
た

い
一
心
で
手
弁
当
で
参
加
す

る
熱
意
に
は
た
だ
感
心
ば
か

☆
青
い
眼
の
歌
舞
伎

に
学
ぶ
も
の

花時計
≦犀、

☆
田
村
嘉
崇
さ
ん

初
リ
サ
イ
タ
ル

兵
庫
県
立
教
育
研
修
所
の
職

員
で
あ
る
田
村
嘉
崇
さ
ん
が
、

音
楽
教
育
妬
周
年
を
記
念
し
て

／

６０年代サウンズにのせて
代カユイパダ題
サ６０れが１ンし
ウ年た開テスた

今
年

の
パ
ー

テ
ィ
は

シ
ェ
イ

プ
ア
ッ

プ
し
た

貴
女
が
き
っ
と
主
役
の
は
ず
。
一
ｆ
仁
り
く
１
通
１
多
采
憂
珍
小

■
お
問
い
合
わ
せ
は

る
。

・
梅
田
店
衝
０
６
〈
３
４
８
）
０
７
３
１
眉
問
い
合
わ
せ
／
０
７
８
（
７
３
１

・
三
宮
店
宮
０
７
８
（
３
９
２
）
５
１
５
６
５
６
３
１
新
野
迄

り
だ
が
彼
等
は
ぞ
う
り
が
す
、
と
広
一
言
し
て
お
ら
れ
る
方
々

う
っ
と
は
け
な
い
と
か
腰
が
が
み
て
下
さ
っ
た
か
と
い
う

割
れ
な
い
、
素
顔
で
は
驚
ろ
と
淋
し
い
限
り
。
Ｕ
Ｃ
Ｃ
始

く
ほ
ど
の
美
男
美
女
も
カ
ツ
め
ど
協
賛
の
方
々
に
は
感
謝

ラ
を
か
ぶ
る
途
端
に
奥
眼
だ
感
激
だ
が
そ
れ
で
も
赤
字
。

か
ら
別
の
印
象
に
な
る
と
か
何
も
多
額
の
協
賛
金
や
助
成

新
発
見
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
金
を
期
待
す
る
も
の
で
な

た
。
こ
の
青
い
眼
の
歌
舞
伎
く
、
大
切
な
こ
と
は
四
千
円

を
な
ぜ
演
る
か
。
何
も
プ
ロ
の
入
場
券
一
枚
で
い
い
、
他

役
者
を
育
て
る
の
で
も
な
く
人
に
贈
呈
し
て
下
さ
っ
て
も

興
行
し
て
儲
け
る
た
め
で
も
い
い
、
買
っ
て
応
援
し
て
や

な
く
、
お
互
い
に
日
本
文
化
ろ
う
と
い
う
心
が
文
化
だ
と

の
理
解
に
あ
る
訳
な
の
だ
。
思
う
し
、
三
百
五
十
円
の
弁

そ
し
て
街
の
活
性
化
に
は
遊
当
で
が
ん
ば
っ
た
青
い
眼
に

ぴ
心
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恥
か
し
く
は
な
い
か
と
ぐ
ち

と
か
二
十
四
時
生
き
生
き
夜
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た

も
楽
し
め
る
街
並
が
肝
要
だ
が
。
（
Ｙ
）

１
５０
１

顕弓官

●
弐
○
ｍ
ｍ
で
○
ｍ
『

☆
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会
（
森
美

代
子
会
長
）
の
ｗ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
は
、
兵
庫
県
文
化
協
会

（
坂
井
時
忠
会
長
）
と
の
共
雌
に
よ
り
、

哩
月
皿
日
（
月
）
に
兵
応
県
公
館
に
お
い

て
、
優
雅
に
開
仙
さ
れ
ま
す
。
会
負
／

１
５
，
０
０
０
円
。
ビ
ジ
タ
ー
／
１

７
，
０
０
０
円
ネ
オ
ト
ロ
の
堺
務
局
／

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
３
丁
何
藤
本
ハ

ル
ミ
代
表
幹
蔀
内
濁
叩
（
”
）
５
６
９
０

☆
ｎ
月
妬
日
に
神
戸
外
国
倶
楽
部
で
、

第
一
線
で
活
躍
す
る
人
々
の
異
業
轍
交

流
パ
ー
テ
ィ
・
Ｐ
苫
ご
ｇ
ｏ
一
号
．
》
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
発
起
人
は
大
島
智
恵

（
ベ
ー
ー
ー
毛
皮
店
企
師
索
長
）
小
田
倶

義
（
房
イ
ズ
ム
社
長
）
高
野
多
美
（
大

丸
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
多
田
恵
子

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
）
田
中
ヒ
ロ
子
（
ア
ン
ピ
エ
ン
テ
社

長
）
塚
本
哲
夫
（
六
甲
バ
ク
ー
社
長
）

藤
井
栄
蔵
（
中
栄
企
画
社
長
）
前
田
和

穂
（
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
・
ジ
ャ

パ
ン
社
長
）
馬
田
広
光
（
馬
川
工
務
勝

術
務
）
山
口
義
弘
（
山
川
デ
ザ
イ
ン
那

務
所
・
辿
築
家
）
。
瓶
務
局
／
ベ
ニ
ー

毛
皮
店
大
島
智
恵
函
〒
中
央
Ⅸ
御
幸
通

８
丁
目
１
ノ
６
衝
、
（
刺
）
３
３
２
７

★
「
神
戸
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー
グ
ッ
ド

ウ
ィ
ル
ガ
イ
ズ
ー
Ｋ
Ｖ
Ｇ
Ｇ
」
（
代

表
／
伊
村
智
地
子
）
が
、
市
民
と
外
国

人
の
友
好
交
流
を
図
る
〃
ス
ク
ラ
プ
ル

ゲ
ー
ム
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〃

を
、
哩
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
１
５

時
／
国
際
交
流
協
会
収
号
／
阿
際
交
流

会
館
内
（
一
般
畑
円
学
生
珊
円
）
で
冊
椛

さ
れ
ま
す
。
八
英
会
話
を
交
え
な
が
ら

４
人
１
組
で
競
う
英
単
語
の
シ
リ
と
り

ゲ
ー
ム
Ｖ
申
込
み
哲
叩
（
卿
）
５
４
５
６

☆
Ｋ
・
Ｆ
・
Ｓ
（
中
島
正
義
会
長
）

が
、
二
年
ぶ
り
に
、
神
戸
の
た
め
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン
〃
ス
イ
ン
グ
″

の
第
５
号
を
十
月
末
に
発
行
。
内
容
は

〃
神
戸
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
物
語
″
を

特
架
し
て
い
る
。
神
戸
の
オ
ー
ト
ク
チ

ュ
ー
ル
の
歴
史
と
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
、
座

談
会
他
。
定
価
加
円
／
お
申
込
み
／
聯

務
局
／
月
刊
神
戸
っ
子
内
宮
叩
（
知
）
２

２
４
６

☆
大
丸
神
戸
店
（
長
深
昭
店
長
）
が
、

旭
月
晦
日
（
火
）
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ

テ
ル
で
〃
師
大
丸
の
斑
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

を
棚
く
。
Ｐ
Ｍ
６
時
幅
分
１
９
時
鵡
分

／
会
費
１
５
０
０
０
円
募
築
人
員
剛
名

冴
木
杏
奈
の
タ
ン
ゴ
と
原
川
信
夫
と
シ

ャ
ー
プ
＆
フ
ラ
ッ
ッ
を
バ
ッ
ク
に
ジ
ェ

リ
ー
藤
尾
の
唄
。
２
Ｆ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
ス
ク
ェ

ア
で
発
売
。

り
、
兵
庫
県
民
小
劇
場
に
お
い

て
、
初
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
。

ゲ
ス
ト
に
は
、
か
つ
て
の
教

え
子
で
あ
り
、
現
在
、
各
方
面

で
活
躍
中
の
坂
本
恵
子
さ
ん
、

垣
花
洋
子
さ
ん
、
山
本
裕
之
さ

ん
等
の
他
、
長
田
高
校
、
星
陵

高
校
の
Ｏ
Ｂ
連
も
多
数
参
加
す

る
。

眉
問
い
合
わ
せ
／
０
７
８
（
７
３
１
）

５
６
３
１
新
野
迄

ん
姐
痔
月
妬

詫
日
（
土
）

癖
午
後
２

田
時
半
よ
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ズ
も
大
の
魚
愛
好
家
で
、
自
分
の
美
し
さ
は
毎
日
食
べ
て
い
る
寿

司
の
お
か
げ
だ
と
、
Ｔ
Ｖ
で
発
言
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
、
日
本

人
の
食
生
活
は
豊
か
に
な
っ
て
て
い
る
た
め
、
魚
の
消
費
量
は
横

ば
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
魚
が
料
理
し
に
く
い
と

か
、
生
ぐ
さ
い
な
ど
が
理
由
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
案

外
食
べ
ず
ぎ
ら
い
の
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

神
戸
お
さ
か
な
普
及
協
会
の
構
成
員
で
あ
る
神
戸
水
産
物
卸
協

同
組
合
で
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル
を
使
い
、
お
魚
情
報
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
、
ほ
ぼ
一
週
間
を
単
位
で
、
旬
の
魚
の
料
理
方

法
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
主
婦
や
女
子
学
生
等
を
対
象
に

毎
日
、
「
お
さ
か
な
料
理
教
室
」
を
開
催
し
、
魚
に
親
し
ん
で
い

た
だ
き
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
魚
料
理
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

灘jiMTr 今
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

「
お
さ
か
な
料
理
」
で
健
康
を

健
康
で
豊
か
な
食
生
活
に
役
立
つ
魚
食
の
普
及
を
目
的
と
し

て
、
神
戸
市
中
央
卸
売
市
場
本
場
水
産
物
部
の
卸
売
業
者
と
仲
卸

業
者
が
協
同
し
て
こ
の
た
び
「
神
戸
お
さ
か
な
普
及
協
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
魚
は
動
脈
硬
化
の
原
因
に
な
る
飽
和
脂
肪
酸
が
少

な
く
植
物
油
に
近
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
安
心
し
て
食
べ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ュ
ー
ム
な
ど

も
多
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
品
で
す
。

さ
き
ほ
ど
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
の
人
気
女
優
ブ
ル
ッ
ク
シ
ー
ル
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